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車を運転しながら，こう考えた。

取締りを厳しくすれば事故は減る。事故を減

らそうとすれば，車の流速は低下する。歩行者

優先を唱えれば，歩行者は法規を守ってくれな

い。とにかくに交通規制の方法は，むずかしし、。

むずかしい，困難だといって，手をこまねい

てばかりはおられなし、。人が生き，社会が生き

てゆく限り ，交通の問題は切りはなせなし、。こ

こに私達が，道路交通の諸問題に，正面からぶ

つかって，研究してゆく目的ι価値が生まれ

て来る。

人の世を作ったものは，神でもなければ，鬼

でもない。やはり向う三軒両隣りに，ちらちら

する，ただの人で‘ある。唯の人が作った人の世

が住みにく いからとて，越す国はあるまい。あ

れば人でなしの国へ行くばかりだ。人でなしの

国は，人の世よりもなお住みにくかろう。

越すことのならぬ世が，住みにくければ，住

みにくいところを， どれほどかくつろげて，束

の間の命を，束の間でも住みよくせねばならぬ。

（激石ー草枕より〉

交通量の増加に伴って急に多くなった踏切事

- 2-

柄
拘、

故は，ジャーナリズムの援気の報道にもかかわ

らず， 一向に滅少する気配がない。報道関係が

他の事故をさしおいて，踏切事故のみをとりあ

げて報道するばかりでもないようである。

近来における踏切事故の特質は，いままでの

単なる自動車対列車問のみの単純事故だけでお

さまらず，事故によってふさがれた他の線路を

通過しようとする，もう一つの列車によって，

あるいはまた，列車が鉄橋上から河中に転落す

るとかの第二次災害を誘引して，列車側の乗客

に死傷者を多数発生するという，重大事故に発

展するケースがきわめて多くなって来た。近く

は国鉄南部線の事故，かつては，東海道線秋葉

踏切， 小田急線登戸一狛江間の踏切事故が，そ

れである。

一体，踏切事故はどうして発生するのであろ

うか？

考えて見ると，踏切事故というものには，種

々の形態がある。さらにまた事故発生の踏切の

種類にも ，いろいろのものがある。踏切には踏

切警手が24時間付いている第 1種踏切から，無

人踏切に至る第4種までのものがある。とかく

大惨事となるものは，警手の付いていない第3



種，あるいは第4種に発生している。この警報

機付，あるいは警報機なしの無人踏切陀多く発

生しているということは，この種事故の大きな

特徴と見なければならなし、。

しかし，踏切事故の原因を，このような角度

知らせる警報用ベノレが鳴り，赤ランプの点滅が

あるのであるから，この種の踏切に差し掛かっ

たとき，しかも見通しにより安全通過の可能性

を全く計算することなしに，あえてこの踏切を

強行突破しようと試る運転者の行為は，正に自

から単一に割り切るわけにはいかなし、。ただこ 殺的行為に外ならなし、。ましてこれによって，

こに 1つだけは，はっきりといえる要素がある 他の列車の乗客の生命その他に，重大なる損害

のである。それは，この種の踏切事故のほとん を与える結果をまねくに至っては，単なる過失

どすべてに，多かれ少なかれ（あまり少なくは 事故としてのみ考えてはいられなし、。極言する

ないのであるが）一面の原因として，自 〈 ならば，故意による犯罪とも考えられる

動車運転者の，身勝手な，わがままな強 ノグ＼ご＼ ものとさえ見てよいであろう。

引さからもたらされる，交通ルールの違 ／／~岳、 運転者の側にとって見ても，好んで列

反が存在することである。 1・a》 車に衝突しよ うとして，突込んで行くわ

＼む＼／グ けではなかろ うが， 一一本気の自殺省で

自動車交通においては，自動車が踏切 V' もない限り，進行して来る列車に衝突

を通過しようとする場合には，必ず一時停止し

て安全を確かめることが，法によって示されて

いるのである。旧法においては，見通しがきい

て，安全を確認できた場合においてのみ， 一時

停止をせずに通過し得ることが，許され

ていたのであるが，社会状勢の変化に伴

って，このような踏切の存在が，きわめ

て少なくなってきたため，新道路交通法

1（昭和 35.12.20）においては，すべて安全

確認のために，一時停止が義務付けられ

ることとなった。ただし，信号機の設けられて

ある踏切においてのみ，信号にしたがって通過

するときだけは，一時停止をすることなく通過

することができることになっているのである。

一一道交法第 33条一一

.1. 車両等は，踏切を通過しようとすると

きは，踏切の直前で停止し，かっ安全であ

ることを確認した後でなければ進行しで

はならない。ただし，信号機の表示する信

号に従うときは，踏切の直前で停止しないで進行

することができる。

:2. 車両等は，踏切を通過しようとする場合におい
t. ... 

て，踏切の遮断機が閉じようとし，もしくは閉じ

ている閉または踏切の警報機が警報している聞は

当該踏切にはいってはならない。

無人踏切でも第3種踏切では．列車の近接を

しようとして，飛び込んで行く者はないはずで

あるが｛一一最近のダンプカーやミキサーなど，

車両重量も大きく ．また車体の剛性も高い車の

場合，結果として，重大な惨事をまねくことが

多くなってきていることを考えると，た

だ過失とい うだけでは，被害をこうむる

列車側の乗客としては，済まされないも

のがある。

ここに自動車を運転するものとして，

文明の利器であり，社会のあらゆる活動

の上に必需のものとなってきた自動車の使い方

に，モラルの確立の必要性が求められ，またこ

れを実際の行為に反映しなければならないので

ある。

生起するすべての現象は，事前におい

て，それに関する完全なる情報が得られ

るならば，それらの現象の予測は完全に

行なえるものである。

これが科学というものであろう。悲し

いことに，人聞の住むこの世において未

来の現象を予測するに充分にして完全なる情報

のまだつかみ得ない事象のいかに多いことか。

しかし，踏切事故のごときものは，この世に

おいても，まず完全に情報のつかみ得るところ

の，最も単純な現象の中の 1つであるので，だ

から予測が完全に立てられる事象の 1つである

- 3-



ということができるであろう。

したがって，この面からいうならば，回避し

ようと思えば，完全に避けることの可能な現象

であって，ここに不可抗力的な要素は全く存在

しないものと考えることは，無理ではなさそう

である。

ここに2つの要件が必要である。その 1つは，

踏切通過に当たって，安全通過のために必要に

して，充分なる，適切な情報の伝達の方式であ

り，その 2は，↑青報の伝達を受けた運転者は，

情報の内容を正確に理解して，忠実に自己の行

為を規制することである。

警報機もない無人踏切（第4種踏切）にあっ

ては，この第 1の要件である運転者外よりの，

情報伝達の方式が0であるために，安全通過の

ために，必要にして充分なる情報の収集は，運

転者の側に一方的に背負わされている形となら

ざるを得なし、。

このよ うな場合には，通常，必要以上の情報

の収集の労力が要求されるものとなり ll券ちであ

るから，これは可能な限り ，軽減せしめてやる

方法がとられるべきであって，このためには，

閑接的な施設あるいは手段も必要なのである。

たとえば，踏切の直前において停止しでも，

列車の接近の有無を，安全通過距離限界で確認

し得る構造を有しなし、踏切一一つまり見通しの

わるし、踏切ーーがまだまだ実在していることは

充分考えねばならない問題である。

ここでは止まって見ても，視覚による附報収

集のみに頼っていては充分ではなし、。この場合

には， 列車の接近を官官iによっても判断しなけ

ればならない場合であって，安全通過のために，

必要にして充分なる↑1111載の収集は，不足/j券ちと

ならざるを得なL、。

「止まれノ 見よノ耽け／」 “Stop!Look! 

Listen！”だけではまだまだ＇ ll故の臭は拭い切

れそうもなし、。

第3種踏切になると，警報ベノレと警報ラン

プの点滅があって，運転者への情報伝達の方式

は一応満足すべき状態にあるようである。しか

しここにも問題は残されていたのである。

情報伝達のタイミングの問組は，列車の近寄

-4-
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る速度の函数であるので，ここに必要以上の時

聞が存在することは，たとえ安全側にあるとは

いえ，人間心理の上ではかえってこれがマイナ

スの結果を招いていたのではあるまいか。待ち

時間の運転者に与える心理的影響なるものが，

充分に考慮さ；れていなかったためで・あろ う。こ

のような踏切もあったようである。

他方，運転者側において，踏切通過の際に一

時停止を怠り ，安全確認のための情報の収集方

法をとらない原因は，どこに存在するのであろ

うか？

第 1の要因として考えられることは，運転者

の特性として，他動的な一時停止による待ち時

闘を極度に欲しないとい う事実であるO 運転者

も人間である限り ，訓練の不足は，第3者など

の監視がない場合に行動する，人間的弱さであ

ろう。

第2の要因として考えられるものも人間的の

ものである。特に通り慣れた踏切においては列

車の近接する事象を自分だけの一方的知識によ

って，自分にだけ都合のよい特別解として予測

の解を出したがるものであるからである。

踏切J通過のたひ、ごとに一時停止して安全を確

かめると，過去における数多い経験では，ほと

んど列車の接近には遭遇していなかった（果た

してそうでもなかったのであるが）とい う確率

的経験が，今回も必ずそうであろうとい、く ぶ

んの不安は持ちながらも）予測判断を下してし

まふことによるものである。事実何回かはこれ

で成功しているのである。

踏切における通過は，安全通過か，事故かの

すなわち， Yesか Noかの，答は2つしかな

いのであるからである。

これも，おれの車だけはまあ大丈夫だろうと

L、う考えからくる希望的観測の甘さから，とな

るともはや病こうもうに入ったといわさるを件

ないであろ う。

第3の要因としては，車両の性能的な要素か

らもたらされるものがある。これはタ／プとか

トラックとかのような重量車両の場合，踏切削l

の一時停止によって，この地点に差し掛かるま

でに持っていた車両の運動エネノレギーを，失Jっ



世の中にはずいぶん乱棒なことをする者が

いるものだ。だから火災の件数が少なくなら

ないといえそうな事実がある。終戦直後の時

期は燃料事情ということもあったろうが，屯
やぐら

気こんろをこたつ櫓に入れて援をとる。これ

によって火災が発生した件数は異常に多く，

総数に対し 30%ほども占めているようにみ

あるかはしらないが， 潔癖家では思いもおよ

ばない行為であろ う。なるほどこの行為をし

た者は誰かと調べてみれば，独 り者である。

車il起きて寒し、からちょっと暖をとって出動し

ようとし， H寺聞がきて，あわてて出掛けたた

めにスイッチを切り忘れたなどという類が多

いであろう。 トースターは 400Wないし 600

られるc だから火災の代

名詞の状態にさえなった 電熱器 を こたつ に ？？

Wの屯熱のものであるか

ら，他の 電気こたつと

同様に暖まるのに，まこのである。

近ごろでは電気こんろばかりではなし、。す
やぞら

なわちトースタ ーをこたつ櫓の中に入れて暖

をとるというのである。そして使し、ぱなしに

して火事を発生させるのである。 トースター

は自分の口に入れるパンを焼く器具である。

それにもかかわらず，毛布や布団をかぶせて

暖をとる。毛布や布団がどのぐらいきれいで‘

せたくないという欲求である。これら重量車両

の一時停止後の0発進時における発進，加速時

における変速操作の手数のわずらわしさ，ある

いは加速時の燃料消費量，さらに，一時停止を中

間に経過することによる平均走行速度の低下な

どは，自己の全稼働能率の低下をまねくという

怪念（実際には問題となるほどのことはないー

ーまして安全保証との引きくらべにおいての評

価においては，全く無視してもよいもの。）に己

れを追い込んでいるのである。

これらの要素が運転者をして踏切において，

一時停止の挙動を怠らせているように考えられ

る。いずれも運転者のわがままな強引さの現わ

れと見られるものである。

踏切は，所せん平面交さである。あらゆる踏

切が立体交さ化しない限り ，道路交通上におけ

る 「ガン」的存在として残らざるを得なし、。

とに恰好なもの，そしてニクロム線は内蔵さ

れているから，危険感が少ないのであろうと

考える。それが 1年に l' 2件というのでは

なく，一冬に 10数件の火災が数えられそう

というのが近年の状況であるから，あきれた

ものである。清潔，火災危険という点からも

もうこんなことはやめたほうがよし、。

“同ーの時刻において，同ーの空間を2つの

物体が占有することは不可能であると”いう大

原則がある。

踏切事故は正に，この大原則にちょう戦しよ

うとする試みである。結果は明らかに惨敗にお

わるのである。

踏切通過には絶対に 100%の安全確認度を求

めない限り ，事故の発生を防止することは数学

的にも成立しないものである。

道路交通法は，社会的ノレールで・ある。スポー

ツにおいても，厳正なグランドルーノレが存在す

る。まして公共の道路を，お互に通行しようと

する自動車交通においては，たとえ審判官の目

がとどかなくとも ，このグランドルールは，プ

レイする者として守らねばならぬ原則である。

ハンドノレを煙るものとして，心のハードトレ

ーニングを主張したいものである。

（悠者科学響察研究所・交通規制j研究室長〉
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一異 戸市位‘

日火
毎の

異用
夜’L、、
毎を

願
L、
ま
す

今年の春から感冒が流行した。これもあまり

空気が乾きすぎたからに相違なL、。空気が乾燥

してお医者さんも薬屋さんも，ずいぶん忙しか

ったであろうが，消防にとっても忙しい年だっ

ザー，、，o

来る日も来る日も，からからに乾いた日許り，

そして少し風でも強いと風呂に入っている聞も

落ち付いてはいられない。風日どころではない，

一寸話が落ちて恐縮だがこんなこともあった。

毎日出勤出勤で明け暮れている頃の話である。

ある若い署員が便所に入っていた。そのとき同

僚の署員が裏庭から， 二階の署員を大声で呼ん

だことがある。その声を聞いて便所にいた署ー員

は，出勤だ，と誰か叫んだものと感違いし，後

始未もそこそこにして便所から飛び出し，火事

装束をして消防車に飛び乗ろうとしたことがあ

ザーつれ」。

こんな状態だから，署員も緊張の連続で，と

きに雑談しているようなときでも，電話のベノレ

がI！鳥ると，そこにいる者は全員話をやめて聞き

耳を立てる，という毎日だった。

その頃は毎日決まって，午後の四時頃になる

と風が出てくる，そうなると管内の密集地域の

消防団員や，!OJ内会の幹部に電話Lて，そうした

地域に，警告板を出してもらうことにした。一

方無線付消防車を管内の枢要地域に出動させ，

スピーカーで住民に火の用心を呼びかける。

広報車は車が小さいので，無線率の路線を縫っ

て，狭い路に入り，これもスピーカーで呼びか

けることにした。

東京消防庁では，ほとんどの署に現在では小

型の広報車を持っているが，これは全部その地

域の住民から寄贈になったものである。

- 6-

乾 燥

常 j昌 71< 

浅見詰ー

この広報車は，消防映画会のとき，消防演習

のときなども，大きく活動しているが，とりわ

け火災警報を，住民に呼びかけるときには，大

きく物をいっている。

「みなさんこちらは消防署です。空気が乾燥

している上に，また風が出てきました。こんな

とには，小さな火でもすぐに，付近の物に火が

つきます，そしてまた火が付いた物が燃え出し

ますと，非常に早く燃え広がります，ですから

どんな小さな火でも，決して粗末にしないよう

注意して下さし、。またどちらさまも，必ずバケ

ツに水を入れて，火の気のある近くに備え付け

て置いて下さい。」

大要こんなことを管内くまなく呼んで歩くこ

とにした。

しかしこれにも問題が出てきた。署員の中に

流感にかかって，勤務を休む者が段々と多くな

ってきた。これは重大問題だ．広報車を回らせ

るのにも，署員がし、ないのでは不可能だし，消

防車乗車員が不足してきでは問題にならなし、。

そこで考え付いたのが「テープレコーダー」

である。これを管内で使っていないのを借り集

めることにした。これに宣伝文句，警戒文句を

吹き込んでおいて，あらかじめ管内の要所の人

に依頼して置いて，こちらから電話したら放送

してもらうことにした。また広報車にもこれを

乗せておけば，運転手一人いれば管内を一人で

広報することができる。

これも同じ言葉では段々と効果が薄れてくる

ので，3日に 1回ぐらい，吹き込みを替えたり

してみた。

この方法は意外に効果があって，箸員の数も

いらないし，宣伝文のことについて間L、合わせ



がくるようになってきた。これと併行して署員

教育も行なった。消防署には，いま毎日何十人

かの人々が何らかの用事でやってくる。この人

々に応待するときには，必すe用事の前に異常乾

燥での火の用心の話，延焼危険の話，着火危険

の話をして，それから用事を済ますようにした。

こうして全署員一丸となって， 日毎夜毎を火の

用心を願います，で送って行った。

町内顔役の消防署参り

こうしたわれわれの努力は，追々効果が現わ

れ出してきた。それは第ーに顔役の消防相談で

始まった。その内容は種々雑多であったが，家

の庭に大きな池がある，もし火災のときに使え

るものなら使ってほしし、。もし使えるなら消防

車がはいってくるように道を付けてもし、L、が：

とにかく一度池を見てくれ，という話。それは

有難いというので早速署員を見せにやったが話

ほど大きくなく，かっ水量も少ない．それに浅

くてとうてい消防車の使えるほどでなし、。見に

行った署員もちょっと落胆したが，ていねいに

御礼をいって帰って くることもあった。

また近所に危険な工場があるとか，危険なア

ノミートがあるとか，消防車が通るのに邪魔な電

柱があるとか，また中には神社の鳥居が道端に

立っていて，非常のときに消防車が思うように

走れないだろうから，神社側と交渉して鳥居を

引込ませたし、。消防署でも交渉に一役買ってく

れ，などと随分色々な相談が持ち込まれてきた。

中には建設的なよい意見もあったが数多くの

中には，自分の顔を売るために消防署に来たよ

うなものもあって，その選択には閉口した。

そんなことで町の中にも，異常乾燥というこ

とが強く響き渡って くると，最初のうちのよう

に，消防活動に協力する，消防署のためにやっ

てやるというのから，今度は一歩進んで自分達

でもやる，という形になってきた。顔役のいう

ことも段々と変わってきて，町内の各家庭各工

場などの火の気のある場所を署員に見てもらい

たい，火災予防査察をしてもらいたい，という

のが日をおって多くなてっきた。そうなるとこ

ちらも新しい態勢にはいらなければならないの

で，とりあえず管内の比較的危険と思われる地

域を指定して，各建物の立入検査を行なうこと

tこし7こ。

しかしこれも実際に行なうとなるとなかなか

困難な問題がある。東京消防庁管内のほとんど

大部分の署は， 1日交替の隔日勤務をやってい

る。私の署ーも隔日勤務なのである。

当直の日には毎日のように火災があるので，

一瞬のゆるみもない緊張の連続であるので，翌

日の非常の日に当たる時間に，火災予防査察を

やらせることは，署員にとっては物凄い重労働

になってしまう。あのころは一日のうちに， 3

回も 4巨lも出動することは珍しいことではなか

ったし，その中には，火災防御をすることも 1

日に2回ぐらいはあったので、ある。

しかしそうした状況の中にあっても，署員は

重い足をひいて，よ く予防護E察を続けていた。

いま考えてみるとあのころが今年のピンチであ

ったように思う。そんな苦労をしてやる査察で

も町の中には，非協力なのもいて署員を興奮さ

せることもあった。

第一に料理飲食店である。朝八時半に署員は

反対番と交替して査察に出かけて行くのである

が，その頃は料理飲食店は，ちょうど真夜中に

当たる時間であるので，新橋付近は軒なみ店が

閉まっている。仕方がないので他の地域を先に

回って，午後の 1時頃か2時頃の時聞を見計ら

ってまたその地域に行くと ，今度は使用人が寝

ぼけまなこで出てきて，伺しにきたという顔を

する，ょうやく理由を話して納得させ店の中を

みると，これが乱雑にちらかっている，炊事場

付近にも消火器もなし，あっても空っぽという

状況，これはいけないというので注意すると，

主人にいってくれという，主人に会いたいとい

えば，午後の 6時か7時ころに店に出てくると

いう．そんな店に限って電線でも何でも，危険こ

の上もないので，仕方がなし、からまたそのころ

の時聞を見計らって行くと，今度は店の中は客

を迎えるために戦争のような忙しさ，ろくに話

しをすることもできなし、。折角会った主人と称

する人も，店の中を歩きながら応待するという

失礼な態度，署員が帰ってきてプンプンしてい
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るのも，聞いてみれば無理もなし、。

料飲店に勤めている人々の住んでいるアパー

トも困ったものだ，若い署員が査察に行くと ，

口紅も濃い女が布団の中から首だけ出して，ど

うぞみて下さいとし、う。みて下さいといわれて

も，このままでははいることもできなし、。しば

らく部屋の外で待っていて，布団から出てもら

い，部屋を片づけてもらってから，そっちこっ

ちを査察しようと思うと，今度は裸のような姿

で出てくる。そうなると査察するほうが逃げ出

したくなる。したがってそういうアパートの査

察は時間ばかりかかって，十分な効果はあがら

なし、。

それでも見ることができればし、L、が，呼べど

叫べど戸を閉めて出てこないのがある．また時

聞を置いて行くと，今度は出かけてしまったと

いうのもあって，どうにも打つ手がなし、。そう

したアパートにかぎってよく火災を出している

のだから始末が悪い。

水を出さない消防演習

広い管内の中には，どうしても火災に対して

理解に乏しい場所が出てくる。そんな場所にか

ぎって古い建物が密集していて， 一度出火する

とたちまち大火災になりそうな地域である。そ

んな地域は水道も管が細く，道路も狭い，そうし

た場所に火災があると，二階から物は投げるし，

弥次馬も多く ，したがってけが人が出て危険で

仕方がない。消防で座談会をしても誰も集合し

てくれなし、。そうした場所に対しては，正式に

公告を出して消防演習をすることにしている。

消防演習をしようとするところには，数日前

から，正式な消防署の公告文を各所に掲示する

とともに，その 地域に回覧板を回しておく 。

そして朝早くまだ出勤前の頃を見計らって，実

際に消防車を繰り出して演習を行なうのである

が，これがなかなかむずかしし、。あまり朝早過

ぎると近所迷惑になるし，遅すぎたのでは大事

な主人は出かけしまう。それに少し時聞が遅れ
さくをう

ると交通が錯綜して消防演習どころではなし、。

数日前からそうした点を色々な角度から検討し

研究して，時間と場所を定めなくてはならな

- 8ー

い。こうしてやれば住民に反感を買うこともな

く，住民のほとんどが家にいるので，効果は十

分である。

演習が終わった後で・は，その地域の各所に拡

声器を前もって備えておいて；その地域が火災

危険地帯であること，延焼危険が大きいこと，空

気が乾燥していること，水道状況の悪いこと，消

防活動に時間のかかること，人命に危険がある

こと，等々をこまごまと住民に訴えることにし

た。拡声器でそうした点を訴えれば嫌でも応で

も耳に入るし，座談会に人を集めることもなし、。

そして署員の訓練にもなるので，正に一石数鳥

であるが，これらの演習には放水はできない。

もし放水などすると，狭い道の地域なのでどこ

かの家に水がかかり ，とんだ騒ぎを起こすこと

同あるからである。

そのほかにも，そうした時間に消火栓から水

を出すと，水道管の内部に付着している赤さび

がはく離して，付近一帯の水道から出る水は，

真赤になってしまう。それでは朝の食事を作る

こともできなくなるので，それこそとんでもな

し、苦情を持ち込まれることになる。

火災に対してずいぶん認識のない地域でも，

この演習を一度やると，当分の聞は火に対して

注意するようになるらしし、。それにつけても，

演習をやる前の交通などの諸調査を始めとし

て，マイクの借り集めをするなどのやっかし、な

準備があって，消防からみると表面に出ない骨・

の折れることがあるのであるC

水道局と非常会議

消防演習に水も出さないということは，その

水による水害を予想してのことも一面の理由に

よるが，何よりも増して大きな理由は，水がな

い，ということだ。

異常乾燥，異常渇水になってから，消防と水

道局では，時に応じて非常会議を持つことにし

た。しかしし、くら会議をしても，水の絶対量が

ないのでは，どうしようもなく，結局はある水

をどうして有効に，しかもむだなく使うかとい

うこと以外には方法はなL、ことになる。

従来から水道局には増水手配車というのがあ



って， 一地域に火災があるとその車が出動して

きて，水道管のハルブ操作を行なって，火災現

場の付近に水を多く送るようにしてきたので、あ

るが，こんな状況下で山主水道のノυレフは平索以

上に 「コントロール」してあるので，われわれ

が火災現場について放水しようとしても ，十分

な水圧を得ることがどうしてもできない。そう

なると消防では水道局にー亥I）も早く出動して来

てくれるように要製したくなるのは人間という

ものだ。

しかし水道局にも言い分はあって，火災の度

ごとに出動しても，小大の中にその火災が消え

たような場合は，むだな出場にもなる。したが

って水道局では，その火災が延焼していれば，

サイレンを鳴らして出動して くるから，早く延

焼火災であることを水道局に知らせてくれとい

う。これも確かに一理由である。しかし消防1!!1)

からいうと現場に到着してみたら家の中が・而

の火で－あって，まだ外に火は出ていなし、。こん

なときに水さえ出れば，その家の中だけで見事

消し得るのに水が出ないために，水がH：＼るまで

待っていなく てはならなL、。どんどん燃える火

を見ている消防の気持は辛いものである。

こんな立場の相違から，相当強い議論を交す

こともあって，なかなか賑やかな会議だった。

結局出動して行った消防車から，本！干の指令

室に無線で火災状況を報告するのを，水道局で、

傍受していて，延焼火災であるこ とを一刻も早

く 「キャッチj して，水道局の檎水手配車が出

動する。これが一番確実でしかも早く， l訟法の

方法である，ということにはなったが， iMljの

無線と同じ周波数を持った傍受君告を持たな くて

は，これも金なしではできない相談で，とうと

うその傍受裁 「受令器といっているもの） をn
ったという話は聞いていなし、。したがって今で

も火災現場から無線車て‘消防指令室へ， 指令誌

から直通電話で‘水道局へ，そして憎水手配車の

l村動， ということになっているO

心憎し、放火魔

異常乾燥，異常渇水で都民の火災に刈する除l

心は段 と々深ま ってきてはいたが，これに強く

決定打を打ったのは欣火l従の現出だった。

そんなことがなくとも，明けても暮れても火

災のことで心配していた都民は，放火魔の出現

で俄然態度が改まった。開］では自磐田が編成さ

れて夜同りが始ま った．消防団員もその受持区

域の巡同をl}H始した。そうしている都民を笑う

ように，あちこちに放火火災が続発した。東ゑ

でも股火によ って出動したある消防署長が，数

カ月も療養するような大けがをするとし、う事件

も起きた。

私の管内にも l晩に 3JIJIもの延焼火災が統尭

し，一つの火災を消しているうちに，次の火災

が発生する。その火災を消しているうちに，ま

たその次の火災が発生する，という調子で，と

うとう 一晩中署員とともに飛び歩いているうち

に夜が明けたこともあった。そんな火災が起き

ると， 一晩寝ないで｛到し、た署員は， 翌日はまた

引き続いて，火災の原閃調杏，損害調査，貯水

池の充水，機械の手入などを行なわなくてはな

らない。

また権災した人々が，消防署イこ押しかけてく

る。 穣災した方々は，保険金を~Iわたする人もあ

ろうし，貯金を払い下げる人もあろろ，商売用

の電話を一刻も早く複IFIしたし、人もあろう，ま

た米の配給を受けたいが，通帳が焼けてしまっ・

たので，そのl1r交付の申訪をしたいという 人も

ある。

そうした人Aは，焼け出されたままの姿で，

消防暑に縦災証明習をもらいにくるのであるが，

その人々が証明書を取りにくるまでに，火災地

点の誰と誰が恨災したかを確認しておかなけれ

ば，証明書を出すにも出しょ うがなし、。したが

ってこうした事務に当たる者は，火災が消えた

あとまでも，火災現場に残って，その健災世祐二

の調査をしな くてはならない。

世の中には心の濁っている者もずいぶんし、る

ものとみえて，自分は催災もしないのに，区役

所やら，赤十字から見舞品を取る不届者も，と

きどきある。そんなことがあってから；見舞品

を受け取るものにも ，消防署の擢災証明書を必

要としてきたので，そうした事務も，段々と増：

加してきている。
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婦人座談会で密告中傷しきり

大111＇のある偉い人でさえ『女 －［－ と小人は虫食い

難し』 といって慨嘆したとい うことを聞し、てい

る。現在は男女同権になった世の中のこととて，

そんな人v:n、なく なったことは小実である。 し

かし女三人寄れば何とかで，婦人座談会など｜淵

くとなかなかにぎやかな人もいるものだ。

放火事件もひんぱんになってきたし，それに

異常事態は依然、として統し、ているので，婦人座

談会を問いて，婦人附に II予びかけることにし

Tこ。

－）主文書で呼びかけてみると，山1Jiの予恕以

tに出席者が多かった。 型通りの拶挨のあと

で， 一般家庭の火災状況を話し，財人の任務の

重大なることを話し，特に異常乾燥下火災危険

度のJf;jL、こと，延焼危険の大きし、こと， ｝JV.火火災

の状況，水道Ij;:1・1'Iの忠化など，話は多岐ーにわた

ったが，その話のあとで立見の交換をしてみる

と，／？にも全管 卜からいっせいに火災が発生し

そ うな話になってきた。

どの町のどの E場は今にも火災になりそうな

話だとか．との風呂尾は放火して下さい，とい

わぬばか りに燃料が積んであるとかやどのアハ

ー トはだらしがないとか，どこのI~ ；では~l/l jたか

ら毎晩のように火粉が飛んでいる とか，それは

たいへんな話になってきた。それは－.大’j；：とそ

の話の場所を全部書き止めて置いて，翌 日から

その状況を調査してみると，中には話以上に危

険なものも出てきて，町の人々の協力に感謝し

たものである。 だが中には調べてみると， 十l• Jk

いしている家のことを告げていったらしいもの

もあっ・たり，話ほどでないものも少しはあった

が，これによって火災を防ぎ得たと思われるも

のも数軒あったことはありがたかった。

しかし御釈迦様の昔より ，あまり進歩ーしてい

ないよ うに思われる話もあって，その序談会以

後， 消防報ーにどこの誰かIらとも判明しない人か

ちの屯話には少なからずl:fl，＿ ， もし，また：，＇ •＇，：しめ

られたことも守j；：うだ である。 しかしそれも 1カ

’月ほどで絶えてしまい，現在掛かつてくる屯討

は， 文字とおり淑女からの，しかも建設的な，VJ
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女同権時代にふさわしい電話ばかりである。

各業界幹部の意見

婦人座談会で貴Iii：な 「ヒント」を得たので、業

者別座談会を聞いてみた。聞いてみると世の中

というものはなかなかむずかしいものだと， つ

くづく考えさせられる。まず風呂屋さんにその

例をとってみても，消防の規定ではあまりも沢

山燃料を貯蔵していると ，ある程度の規制を受

けることになる。それも必然としているのなら

L、し、が，ただ雑然、と{ffんでいたので・は，火災予

防上適当でないこ とは確かである。放火の場合

でも ，えてしてそうした場所にやられるもので

ある。また浴場の火災は篠場からの火災が多

く，特にl次返し，落火などのものが多いので，

座談会に入る前に浴場の査察をやってみた。な

るほと’婦人座談会に出たよ うに，縫場の付近は，

どの浴場も乱雑きわまりなし、。これはいけない

というので，一応注立はしてきたが，さて浴場

の座談会にはいってみると，的くべき事実が出

てきた。

それによると，浴場では消防からも うるさく

注意されるし，近所もやかましいので，す．いぶ

ん注意しているが，どうしても終とんができな

し、とし、う 。

どうしてそうなるか，段々｜却し、てみると ，浴

場で全部の御客が帰ったあとで，浴そうを掃除

し，床につくのは，朝の2時ころになってしま う

という。したがって刊朝起きて*i~を洗い，働き

だすのはどうしても 9時ころになるのだそ う

だ。浴場業者が起き るのは，朝の 8時から9時

の間らしいのであるが，そのとき裏庭に行くと

殺が置いて行くのか知らないが，板ぎれ，紙箱，

木くず，木ち，古来ft~t ，木箱等々うずたかく棄

てられているのだという。

それを来てに行くのには，たいへんな労力だ

し，仕方なく風呂で燃やしているが， それがた

いへんな労）Jで， －人が付ききりで燃やしてい

ないと ，よく燃えないという。その上に火力が

剥いので，なかなか風円も沸かず，悲鳴を上げ

ていいるのだという。

何とか消防署の方から，消長ff局を督励して，



もっと能率的にごみを回収してもらえまいか，

という陳情会になってしまった。

そればかりでない，そんな物を燃やすと， WI.

突から，煤や＆＜じんが飛ぶので，隣近所からも

~t'i怖が出て仕方がないという 。 なるほどそうい

われてみると，査察のときにも，それらしい物

がたくさん浴場の庭にあったし，浴場の近所か

ら，そんな投書を受けたこともあったことを，

今尼旬、出すのである。

さらにそんな物を燃やすと灰がたくさん出る

ので，灰棄てもばかにな らないという。世のcjI 

というものは複雑なものである。

非常渇水対策

:lf!:Jj(g,港区といううちでも ，旧芝区に当たる

J也j或は今どんどんヒソレが建っている，ヒ‘ルディ

ングが建つことを，その付近はそ う喜ぱなし、。

何となれば，工事はやかましい，ほこりは立つ，

それにこのごろでは，工事中物の落下でけが人

は出る，それに加え地盤が沈下したり，振動し

たりして建物にき裂が出る。出来上がると道路

は自動車で混雑してくる。中には家の出入口ま

で自動事を置かれて，自宅から出ることもでき

ない人も出る始末コそんなことから，ピノレ建築

仁与は付近の人に歓迎されないのであろう。

しかし異常潟水と L、う事態が起きて以来，ビ

ノレの効用が俄然認められてきた， おもしろいも

のであるC 世の中には悪い面ばか りというもの

はないものだ。消防署においては 1日数時間し

か水の出ない水道に頼っていても，異常乾燥下

に統発する火災には，とうてい立ち向かえるも

のではない。

そこでビ‘ルにある地下そうの水を，消防用放

口から，屋外に引き出し，この水でその付近の

火災を消そうという ，非常手段を考え出した。

空気は乾燥する，火災は続発するという毎日

であったために，火災に対してi段々競々として

いた都民は，この方法を歓迎したc

これにはピノレ側も非常に好意的に答成してく

れた，中にはわざわざ建物の一部を改造して く

れるものも出てきたコこうなるとそのビ〉レのlt)'

水五tを厳密に調べなくてはな らない，これがま

たたいへんな仕事になってしまった。設H占通

りになっていないもの，あるいはタンクの途中

に穴があって水の漏っているもの等々 ，色々の

故障も発見されて出てきた。しかし，結果的に

は最先到着消防隊が，火勢を一時おさえるのに

必要な水引は，何とか確保できそうなことにな

った。

最初何とか火勢をおさえてさえいれば，その

うちには水道局の増水手配が済んで，水道の水

圧も上がってくることになる。嫌な存干l：のビノレ

も，こうなるとわゾJな消防水利になることにな

った。

東京という lllJは，よくいわれるように都市計

両と人口の膨張が不均衡なために，水道の鉄管

も細く ，水道管の中の水量も少ないので， 送水

の補給が悪ければ，水FE二はあってもたちまち水

は出なくなってしまう。

その7えめに平素水道が平常な場合であっても

消防活動は最先現場到着｜欲の 2台ないし 3台（

場所によってもっと多い場所もあるが）は原則l

として消火栓から放水し，その後の隊は，貯水そ

うまたは池，河川などの水を使うことにしてい

る。さらに火災が拡大すると先着隊の放水して

いない，別の鉄管系統からも，放水することに

している。それは次のような順序になるが，そ

の頃になると，水道地水手配が済んで，水圧が

上がってくるので，水量：も足りるという計算ーか

らなっているのである。

第 1次出動一一一水道消火栓

第 2次出動一一貯水池，機，河川など

第 3次出動一一水道消火栓

ところが， 異常潟水になってから，こ のJI~（斤，が

違ってきた。

第 1次出動一一貯水池，槽，河川など

第2次出動一一ー水道消火栓

と変わってきたのて、ある。

したがって火災の覚知と同時に出場する第 1

次出場隊が，火災地点から速い距離にある貯水

池，そうなどから，ホースを長く延ばして，消

防活動に入るので，放水が開始されるまでの時

聞は長くかかることになる。

異常乾燥などで，延焼危険の大きいときに，第、

- II 



1次出場消防隊から水のIi＼るまで，長時間を裂

するとい うのであるから，火災が大きくなるの

は当然のことで，情けないことである。 ところ

がさらにこれに輸をかけるような問題が出てき

た。それは，火災地点より，遠くからホースを延

ばしているために，道路を走っている自動車が

そのホースの上をどんどん踏んで走るので，水

の出がますます悪くなってくる。そくらいなら

まだし、L、が，せっかく延ばしているホースを，

重いトラックなどが踏むため，ホースが消防活

動中に破裂してしまうこともある。

最先到着消防隊は，その火災の延焼危険の最

も大きい方面に突入して，消防活動をしている

のが原則であるが，そのホースが破裂してしま

ったのでは火勢がどんどん仲びしまうことにな

り，ここにも延焼危険が出てきてしまうのであ

る。

そこで消防署では，警察や消防団の協力を得

て，長く延ばしているホース保護のために，相

当広範囲の交通遮断をすることにした。交通遮

断をすることによって，消防のホースの保護は
:. ひ

できたが，今度は四方八方に交通麻薄を起こし

てしまうという 。これまた大きな問題が出てき

て，なかなかこの両者の問題が解決しなくなっ

てしまった。平素火災などのないときでも，東

京の交通は混雑しているのに，主要道路が 30

分以上も，ときには 1時間以上も交通遮断して

× 

一12-

x 

いたのでは，その混乱は非常なものである。そ

こで警察では，そうした場合は一刻も早く，自

動車の流れを付けるため，迂回道路を定めて，

この道路に自動車を流す方法を構ずることにし

た。異常乾燥，異常渇水とは，そんなふうに，

とんでもない方面にまで，影響を及ぼすことに

なっている。

背に腹は替えられず台風待ち

消防は，組織法，消防法などの関係法令で，

火災ばかりでなく，台風などの場合には水防作

業もしなくてはならなし、。水防作業というのは

想像以上に困難なもので，長時間にわたって，

力仕事をしなくてはならないので，これこそ長

いときには数日間も，ろくに水も飲めず労働し

続けなければならなL、。消防の任務の中で，こ

んなに体力を消耗する仕事はないのである。

しかし異常乾燥，異常渇水で，明けても暮れ

でも追いまわされていると，いっそ台風が来

て，一挙にこんな苦労を吹き飛ばしてくれれば

いい，という妙な謀反心が出てくるから不思議

である。

この頃ではちょっと雨が降っても，水源池の

降雨量はどうだろう 。ということが話題になる

くらいである。消防とはよくよく水に縁のある

職業である。これこそほんとうの水商売であるC>

（筆者東京都消防庁芝消防署長〕

× 
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鯉沼寛一

日 本は津 波 の 国

津波とは

昭和I34年 5n 24 日の早朝， ：ltr伝道の東泌

から本州、｜，四国の太可r洋岸に津波が袋来し，育

成県の八戸で・は波の高さは 5メートノレにも達し

て，そのために，各地の海岸は相当の被害をう

け，犠牲者の数は全体として 200名にも達した

らしし、。このことは，当時の新聞にも大々的に

椴ぜられたから，まだよく記憶されている人も

多いと思う 。

この津波は， 「店耳［こ水」というようなこと

もいわれたくらいで，何の前振れもなく襲来し

たものだったが，実は，南アメリカのチリ i1l11こ

発生した大地提に伴ったものだった．この大地

j長（主実に大規模のもので，もちろん日木でも観

測されて承知してはいたのだったが，何しろ，

地球の反対側で起こったことだったので，沖波

のことまで・は注意しないでいたわけだった。そ

して，大地震と同時に起こった大洋波は，日本
ほん

で長Lがつかす’にいるうちに太平洋を伝掃して，

約 1昼夜足らずかかって 1万7千キロも離れた

日本の沿岸まで達したのだった しかもなお，

その時になっても ，相当の被害を生ずるほどの

勢力を持っていたので、ある。

ところで，太平洋を取り在く地域は地援の多

いところで，これを環太、1z洋地震刊？とII手んでい

るが，日本列島はこの地提惜の上にあるので，

背から大地震が多い．特に，表日本の沖合のifiJ.

JJまは大地震の多いところで，そのため，点円オド
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の沿岸では，皆からいましぱ大津波の袋来をう

けてきた。たとえば，JlP,和 8年 3月3日，三位

の沖合に異常な大地震が起こったが，その直後

に同沿岸に巨大な津波の襲来があり， 3000名

の犠牲者と 4000戸をこえる流失家屋を出した。

最もはげしかった岩手県の綾塁湾で、は津波の高

さは 24メートノレにも達したという こんな大

規模の津波は，もちろんそんなに多くはないが

多少の被害を伴う程度のものならば，数年に 1

度は必ず起こっているようである。

このように日本は大津波の多い国だったので，

沿岸に住む人々はこれを「ツナミ」と呼んで恐

れていた。そして，このような現象は，外国も

また「ツナミ 」と呼ぶようになっている。 もと

もと，津波とは津に起こる波という意味だった

にちがし、なし、。津というのは海岸の入江のよ う

なところで，＇Itは船が停泊したりするに使利な

場所だった。もちろん，入江のような所に波が

押 しょせるのは当り前の話であるから，津波 と

いう特別の名称のっけ られたのは，それが普」ill

の風浪とは異なるもので，しばしば大災害を伴

ったからにほかならなし、。

津波の起こるわけ

それなら，海底の地震はなぜ津波を引き起こ

すのだろうか。海底に大地震が発生すると，お

そらく ，その付近で海底地形に急激な変動が起

こるにちがし、なし、。もちろん，それは誰も見た

わけではないが，このことは陸上の大地震から



想像できることである。陸上の大地震の例を見

ると，地震の起こったところ，つまり，震源、の

近くでは地割れがしたり，山崩れが起こったり

断層ができたりする例は珍しくなし、。たとえば

明治 29年の濃尾平野の大地震では，いままで

平坦だったところに， 2メートノレくらいの落差

をもった断層がでてしまった。この断層は根尾

谷断層といって，地長学のメ71Riでは世界的に老

名なものである。

このような陸上の大地震の例から考えてみれ

ば，大規模な海底地震が起こると，そこには急

激な大地変が起こるに違いないし，それは，海

水に大きなショックを与えて動揺を起こすので

あろう。たとえば，海底の一部が急に陥没すれ

ば，それにつれて海水全体が下がるから，その

部分の海面には凹みができるであろう。 しかし

海水は流動性の強いものだから，［＇.：！： Iみができる

と周囲から海水がそこえ集まって甑面は平らに

なるであろう。けれども，周囲の溺水が急激に

凹みを目がけて集中すると，海面は平らになる

だけでなく ，勢い余ってかえってふくれ上がる

と今度はそこから海水が周囲に流れて，海面に

また凹みができる。つまり，海底が急激な陥没

を起こすと，その上の海水は全体として大きな

振動を始めるのである。海底が急に隆起する場

合も同じだが，この場合には，最初に海商がふ

くれ上がることはいうまでもない。

海底の大地震に伴う地変によって，その場所

の海水全体にこのよ うな振動が起これば，それ

は波として周囲に広がってゆく 。これが海岸に

到達して激しい津波を引き起こすわけである。

津波の性質

海に発生する波は大別すると 2種類になる。

一つは風浪ゃうねりのようなもので，風浪は暴

風の吹くときに起こり， うねりは風の弱し、とき

にも起こるが，それは迫力・の暴風によって起こ
ほん

されたものが伝播してきたものである。しかし

風浪もうねりも，いずれも海面に起こる現象で

あって，少し深い所では波は起こっていなし、。

もう一つの波は長波といわれるもので，これは

海面から海底までの全海水を伝播する i波であ

る。上に説明したように，津波は全海水中を伝

婚する波だから，長波の一種なのである。

ところで，長波の著しい特徴として．伝播速

度は海の深さに支配され，海が深いほど伝播速

度は速い。100メートノレくらいの浅い海では毎

秒 31~ - rルくらいの速さにすぎないが， 500

メー トノレの深さになると毎秒 70メー トルにな

り， 1000メートノレの深さで、は毎秒 100メート

ノレ，太、｜λ洋のように平均 5000メー トルもある

大洋では10:秒 220メートルという速さになる。

チリ津波は大体， ru:秒 220メートノレ くらいの速

さで太平洋を伝播してきたから， l万7千キロ

進むには 21時間く らいかかるはずである。 た

だし，日本に接近してからは獅が浅くなるから

21時間よりも遅れたであろう。

大洋を伝婚するときの波の長さや高さはよく

わからないが，航海中の船などではあまり気付

かないらしし、。そのため波が非常に長く，高さ

も高くても船のーとから見て，海！函の変化はほと

んどわからないくらいのものらしし九

津波l玄海岸で高くなる

津波が泌上を伝橋するとき，船上で気付かぬ

ほどの低い波だというのに，海岸へ来て大災害

を起こすような激しい波になるのだろうか。

津波は海底大地震の震源地付近に起こった海

水全体の振動だから，たとえ海凶lの波の高さは

非常に低いものであっても，波のエネノレギーは

巨大なものである。そして，海岸に接近して来

ると海は浅くなるので，このI~大なエネノレギー

が部し、海水に波を起こすことになるから，動揺

は一段と激しくなるであろう。 しかも．浅い所

では速度が遅くなるから，波長もしだし、にちじ

んでくる。このことは，風浪についても同じで

ある。！瓜j良は海I百近くに起こる波だ といっても ，

海岸のすぐ近くへ来ると海水全体の波になるか

ら，；埋）［［＼は津波と同じになるのである会

このよ うに，津波は海岸へ接近するとしだい

に高 くなる。 技も危険な場所はリアス式海岸と

いって，地図で海岸が鋸歯状に1~11'1 していると

ころである。こういうところでは，湾口に押し

ょせた潟水は，湾内に押し入ると！奥がせまいか

ら，ど うしても海面は高くなる血屈であろう。

昭和 8年 3月 3nの沖波で岩手県の綾里湾に
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24メートルの津波が押しょせたのは，湾の形が

津波を発達させるに適していたからだった。

地図を見るとわかるように， で！格沿岸はリア

ス式海岸で，沖I皮が発述しやすく，沖合に大地

震が起こると大津波におそわれやすし、。llfffi]8 

年の大津波はその好例であるが，明治 29年に

も同程度の大津波が袋~ぐしているのである。

過去の津波

外国語でも 「ツナミ Jというくらいに， 日本

は昔から津波の多い国だった。 しかし，大地震

は台風のよ うに毎年起こるものではないし，ま

た，陸上の大地震なら津波を伴うことはないか
ひんほん

ら，被害を伴うような津波はそれほど頻繁に起

こっているわけではない。

まず，津波を伴うような地出がどのくらいの

割合かということを，理科年表の地震の表から

調べてみると，江戸時代以後の 360年間に全部

で 46同だから， 8年に 1同の符I］りになる。最

近の 100年間では 17回だから6年に l同の割

りになって最近のほうが多いようである。 しか

し，江戸時代の記録（i~｛I：のように l正礁なもの

ではないから記録にのらなかったものもあるで

あろう。そうすると，津波を伴うJ也炭というの

は， 一応， 6年に l度くらいということになる。

けれども，ここに数えたのは沖波の記録のあ

ったもの全部だから，どれも多少の被害は伴っ

たことは事実であろ うが，特に大被害を伴った

ものはそれほど多くないはずである。そのうち

かなりの被害を｛干ったと見られるものは 360年

のうち 11Jr•J を数えるから，大体， 33 年に I 度

ということになるC しかし，かなりの被警とい

っても， 111＇の記録では判：どはできなし、 。

そこで，被宮の概数とか，Ht波のl寄さなどの

推定のつくもののうち，特に大規模の体波の起

こった場合をあげて見る と次のようになるO

1 .慶長 g'.f 12 J J 16 11 (1605'.J. 1 J J 31日），

点海，南海， 1Jqilif万l(Lj，先高 5000人

2. ’E永4年 10月4口(17071-J'・10JJ 28日〉

5RM, 1H海万1rii, ｜｛庄で 20m の沖彼

死者 4900人，全壊流失 29000戸

.3 .安政元イド 11月 4Fl (1854 /1'・ 12月23日〉

東海，l有ゆ方｜百l，死者 1000人，お花火 8300戸
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4 安政元年 11月5日（1854年 12月24日）

南海，西海方面，死者3000人，流失15000戸

5. 明治 29年6月 15日(1896年）三陸海岸

吉浜で 25mの津波，死者 27122人全壊

流失 10617戸

6 昭和 8年 3月3日 (1934年） 三陀海岸，

綾里湾で25mの津波死者 2986人， 流失

4 086戸

7 昭和 215ojニ12月 21日 (1946年）｜判海道

方面，死者 1330人，全壊流失 23192戸

江戸時代以来 360年間に起こった津波の うち

で特に激しかったのが，以上の七つである。

360年聞に7固な らば 50年に 1回とい うこと
ひんぽん

になり，それほど頻繁とはいえないかも知れな

いが，それぞれの場合の被害は実に莫大なもの

で，なかには大風水害よりもはるかに大きいも

のもあるのであるC

大津波の起こり方について

上にのベた，七つの大津波の起こり方を見る と，

l～ 4までは西南日本の太平洋側で起こり，つ

いて.5' 6は東北日本の太平洋側に移り ，7に

なると再び西南日本の太平洋側に戻っている。

そうして見ると，海底の大地震は西南日本のtrド

と，東北｜司本の沖で交互に起こるよ うにも受け

取れる。もちろん，これは偶然の事；廷で，それ

以ll1Tには必ずしも交互に起こっているわけで、は

ないかも知れないけれども， 一応は作IIすべき

ことなのであろう c

もうーっ注意しなければならないのは，交政

元年 11J-l4FIと5日に，つづいて大地長が起

こり，ともに大津波を伴っていることである。

昭和 35年 5月24円にはチリ沖の大地震のため

に起こった津波が 日本まで伝播してきたこと

は始めにのべたが，実はこのときにも，チリ沖

では 3l!!.Iほど大地震が起こったようである。こ

のことを新聞で知ったときには，チリ沖は日本

などよりも地返活動がはるかに活発な地域のよ

うに忠、ったので‘あるが，同じような前例は日本

にもあったので、ある。

そうしてみると，今後も，日本の地長活動が

もっと激しく ，大津波がつづいて製米する可能

性もないわけではない。 （筆者気象庁予報部長〕



よ晶、
口
風
の
番 号 と

呼ぴ名 鯉沼寛

台風が発生すると番号がつけられて発表され

るが，この番号は，その年の何番目の台風とい

う意味であるC 円本に台風が襲来するのは6月

以後で，台風の需主まは 5号か6号ぐらし、から始

まる年が多く，それ以前の台風は，発生しても

日本に接近するものはなし、。発生の総数は年に

よって変動しているが．大体 20～30個ぐらい

のことが多いょっで，そのうちの終りに近い番

号のものもほとんど日本近海には接近しない。

台風に番号をつけ始めたのは昭和 28年で，

今年でち ょうど 10年になる。と ころが，大風

水害を伴った台風だとか，著しい特徴のある台

風には何か呼び名がほしし、。昭和 29年に青函

連絡船洞爺丸を沈没させ．千数百名の犠牲者を

伴う稀有の海難事故を引き起こした台風も，初

めは 15号台風と呼ばれていたが，そのうち洞

爺丸台風と11乎ばれるようになった。 33年には

22号台風がね；野111をはん乱させ，大仁町を中

心に大水害が起こると，この台風には直ちに狩

野川台風の呼び名がつけられたc 34年の 15号

台風が伊勢湾台風であり， 36年の 18号台風が

第二室戸台風である。

このように，大災害などを伴う台風にほ番号

の外に呼び名がつけられることになったので，

近頃では，台風災苫が起こると ，早く呼び名を

決めてほしいという要求が，報道関係者や災害

地の人々から起こるようになった。これは，何

かと呼び名があるほうが，いろいろの点で便利

だからなのであろ う。いまのと ころはまだ、ど

んな台風に呼び名をつけるかという基準はない

が，そのうちに，もっとはっきり した基準を作

る必要が生ずるようになるかも知れない。

ところで，すべての台風にJI買を追って番号を

つけ始めたのは昭和 28年以来のことであるが

台風の呼び名のほうはす．っと前から例がある。

台風に初めて名前をつけたのは，台風研究で名

高い故痢口由巴博士だった。大正 13年8月，

2週間にわたって沖縄近海を右往左往していて

なかなか，衰えなかった台風があった。同博士

はこれにJ中縄台風と命名し，この台風域内に巻

き込まれた船舶の報告をもとにして，非常に詳

しい台風研究を完成された。日本の台風研究が

緒についたのは，この研究以来のことだといっ

ても過言ではないであろう。

ついで，昭和 8年 10月に瀬戸内海で男lj府航

路に就航していた屋島丸を沈没させた台風に，

屋島丸台風と命名したのも同博士だった。翌昭

和 9年 9月に四国に上陸した台風は，四国，近

畿，北陸に稀有の大風水害を起こし，これを契

期として日本の台風箸報組織が確立されたもの

だったが，これを室戸台風と呼んだのも同博士

だったと記憶する。その理由は，室戸岬で観測

された気圧 684ミリ（912 ミリパーノレ）は，当

時としては最低気圧の世界記録だったからであ

る。

このよ5に台風に呼び名をつけたのは堀口博

土だけだったのは，その演は台風警報がやっと

軌道に乗り始めた頃で，同博士のように台風に

関心を持った人も少なかったからなのであろう。

その後は，特に著しい台風も少なかったし，そ
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のうち同博士も司政官になって日本を離れるこ

とになったので，戦後になるまでは呼び名をつ

けられた台風はなL、。もちろん，全部の台風に

番号をつけるよ うなこ とも行なわれていなかっ

Tこ。

昭和 20年は台風活動の激しかった年で，終

戦直後の 9月と 10月には異常に発達した台風

が相ついで・九州、｜に上陸し，いずれも西日本に大

風水害をもたらしたので，上陸地名をとって，

初めのも のに枕崎台風， 後のものに阿久根台風

とし、う序び名がつけられた。特に枕崎台風は昭

和 9年の室戸台風にひっ摘するほどの激しいも

ので，3000名をこえるほどの犠牲者を伴った

ものだった。

その頃の日本の気象業務は，進駐してきた米

軍の気象徴に管理され，つぎつぎに出される指

令によって動かされていたが，間もなく，台風

予報などについても，指示をうけるよ うになっ

た。彼らは米軍部内に対して予報や警報を発表

することを任務としていたが，台風に関しては

やはり呼び名をつけていた。彼らの台風名は日

本の場合と異なり ，米闘の女性名をアノレファベ

ット JI闘の表に並べたものを前もって用意してお

き，発生した台風に対して，かたっばしから表

の！｜闘にしたがって女性名をつける方法だった。

台風に関するいろいろの連絡や発表が，このよ

うな女性名によって行なわれるとすると ，当時

としては日本もそれに従わないわけにはゆかな

い。昭和 ＿22年以後の台風には，カスリン台風

テキィ 一台風，ジェーン台風などの名が日本で

も用いられたのは，こ うこういう理由からだっ

~－ h」。
昭和 27年には平和条約も発効し，日本も独

立したわけで－あるが，アメリカ式の台風名も用

いなれて見るとなかなか便利である。それで，

平和条約締結後も，台風名に闘してはアメリカ

式を踏襲する ことにした。しかし，たとえ便利

ではあっても ，圏内の台風情報の発表に米国女

性名が用いられるという ことは， 国民感情が許
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さなかったとみえて．台風が来襲し始めると ，

台風名を日本式にしろという投ぷが新聞に現わ

れ始め，気象台にL送られてきた。そこで日本

式の台風名をつける ことを考えたが，毎年 20

～30個も発生する台風に系統立った名前をつ

ける方法は．なかなかなし、。

いろいろ考えた末に務ち省いたのは．毎年初

めて発生したものから数え始めて番号をつける

方法だった。28年 9月に三河湾で高潮を起こ

した 13号台風は，この年に 13番目に発生し

た台風だったので・ある。 けれども ，13号台風

は相当大きな被害を伴った台風だから，すべて

の台風と同列にして番号だけで呼ぶのは，何だ

か物足らなし、。そのように気持がもっと強くな

ったのが 29年の 15号台風の場合だった。そ

して，番号の外に，これを洞爺丸台風と呼ぶょ

とになったわけだった。

このように，いまではすべての台風に番号が

つけられるとともに．そのう ちの特種のものに

は固有の呼び名がつけられることになった今番

号のほうは発生とともに白!WJ的に決まるもので，

台風に関する↑青報の連絡や公表に｛更利で、ある。

呼び名のほうは，特徴の著しい台風だけについ

て，あとで決められるもので，その台風の印象

を後々まで記憶するに役立つものであろう。

鉄道の列車にはすべて列車醤号がついている

が ， そのほかに ， 特：~·.vこ i さくら」とか「富士」

とかいう呼び名がつけられ始めてからすでに久

しいが，それが便利だったと見えて．いまでは

遠距離列車になると急行はもちろん，準急にま

で呼び名がつけられているO そして，近年は私

鉄などても これを真似し始めた。これは，庶民

に関係の深いものには呼び名とかニックネーム

のようなものが必要だからなのであろう。そう

して見る と，台風に呼び名が要求されるのは，

それが私達の生活と深い関係を持ち始めたから

なのかも知れなし、。

Ct在者 気象庁 F線開i長）



-19 -



チリ地震津波報告
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右側の集落が甥多布，中央の新川書Z落が湾波に.われている。上は浜中湾、海中には無気味な巨大な渦巻

か敬か所に見られる。下は琵琶瀬湾 〔織映陸上自衛隊第5管区総監節第5航空隊〕。

爪あとも生々しい甥多布。航空写真に見られた集落はほとんどなぎ倒されてしまった。右手が浜中湾、

左手合官官瀬湾 （海中に突出しているのは防波縄）。’多布から新川競落に向かつて撮したもの 〔釧路気

象台〕。
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幌』良町E阪野湾きでは旧船入澗港ロより波湧は渦·~修~·流となって浸入した。

矢印は津波。般は傾き被害が出始めている。

中央仕切りケーソンは欠績し ， 港内の湯船店主エ事中の続般入1胃（＆•11より

-3. Om） になだれ込み，紛舗の..は$らに大』~ （なヲた。



燃焼器具の火災原 因
電気・石油

火災件数は火気使用の頻度と気象現象とに影

響されるものといわれている。わが国において

付冬火気使用の頻度が大で， しかも湿度が低い

ために火災が多く，夏はそれと反対に少ないの

fはそのためである。この冬季における火気使用

の増加に顕著な影響を与える ものに暖房器具が

ある。

暖房器具といえば，従来は薪 ・炭（木炭，煉

炭，石炭など）によるものがほとんどであった

：が，最近においては電気，石油暖房器具が相当

使用されるようになってきた。ところが，その

反面，その取扱い，管理などについての予防知

識が薄いため， これに基因する火災が最近非常

，に多くなってきている。

最近5カ年の主要暖房器具関係火災件数（都23区）

、器具名｜電気こ｜石油｜ガ ス｜薪｜石炭｜木（煉）
＼ lたつス｜ストー｜ストー｜ストー｜ストー｜炭スト

年 ＼｜トープブP ブP プ’ ブe トプ

32 23 23 J 14 14 7 102 

33 32 33 I 20 15 18 95 

34 3.3 20 11 94 

35 63 26 14 84 

36 228 44 20 9 71 

ここでは上の表でもわかるように，年々顕著

な増加の傾向を示している電気，石油暖房器具

をとりあげ，どのような原因で火災になってい

るかについて述べることにする。

電気暖房器具

近年の各種電気暖房器具の驚異的普及には目

をみはるものがあり，電気こたつ，電気あんか，

中 実山

電気ストープ，電気毛布など種々あるが，ここ

では火災と関係の深い電気こたつ，電気ストー

ブを主にとりあげた。

( I ) 電気こたつ

戦後しばらくの間

電気こたつの火災と

いえば，電気こんろ

をこたつやぐら内に

入れたものを使って
名

いたものであった

が，昭和 30年ころより現在のような二重安全装

置付電気こたつが急速に普及してきた。これに

は掘ごたつ，切こ’たつ，置ごたつ用があり，置
やぞら

ごたつ用には櫓っきと，そうでないものとがあ

る。そしてそれぞれに対流式と反射式のものが

あるが，その作動機構はほとんど同じで，大体

次のようなものがある。

（イ） 発熱体が 2個あって， ともに温度ヒュー

ズ，サーモスタットを通って通電されている

もの。

発熱体（小）
ーーヘハハのハ＂－ーーー

発熱体（大）

住 民云記ーモスタト

（ロ） ほとんど前の場合と同じであるが，サーモ

スタットが火の発熱体のほうのみに入り組ま

れているもの。

判発熱体が 1個で，温度上ヒユース、とサーモ
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スタ ットが設けられているもの，

これらの各形式を検討するに，いずれも蓄熱

が進めばサーモスタット が作動するか，あるい

は温度ヒ ューズが溶断するため，普通の使用状

態において単に使用放置しただけでは，出火す

るよ うなこ とは考えられなし、。なおサーモスタ

ットの作動温度はおおむね 55（弱〉～80°C（強j

であり， また温度ヒューズの溶断温度は llO～

130°C のものが普通使t用されている。

以上屯気こたつの作動機構について簡単に述

べたが， 電熱をこたつにした場合の出火原因に

ついて調べてみると，圧倒的に多いものはやは

り電気こんろをこたつやぐ らに入れて使ってい

た場合で， 二重安全装置付の電気こたつからの

出火件数はその約 20%である。そしてその内

訳をみる と，器具の保守整備の欠陥に基因する

ものがその 70%を占め，ついで、誤った使用を

したものが約 20%となっている。

器具の保守整備の欠陥による場合の火災事例

について検討してみると，そのほとんどが安全

装置に対する知識の欠除によるものである。サ

ーモス夕 、y トが故障し，作動しない状態にある

場合でも ．温度ヒューズが正常に働けば安全で

あるのに，温度ヒュ ーズが溶断したといって，

その代わりに電流 ヒューズを入れたために出火

した例が非常に多L、。温度ヒューズはそれに示

されている溶断温度になれば溶断するのである

が， 屯流ヒ ユースは普通 300℃ くらい， または

それ以上にならなければ溶断しないため，こた

つ内の温度が上昇し，やぐら，布団などを燃や

すこ とになるわけである。はなはだしくは，折

角の安全装置を故障したからといって， それを

通さずに発熱体に直結で通電させて火災となっ

た例もあっ，これでは電気こんろをこたつやぐ

ら内に入れておいたのと，何ら変わらないこと

になる。

次に使用方法を誤ったために火災となった例

をみると，これなどは器具購入の際，それに添

付されている説明（注意〕書をよく読み，注意す

ればこの種の火災のほとんどが防げるわけであ

るが，このようなものに無関心なために使用方

法を誤り火災になっているのである。その主な
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ものを列挙すると，

・ 通電中布団をめくっておくなどして，サー

モスタ ットおよび温度ヒュ ーズの作動が悪くな

るようになっていたため，局部的に過熱し火災

となった。

・ 洗濯物をこたつの中に入れて乾かした り下

着類をあたためたりして，それが発熱部に触れ

たり，近づけすぎたため着火し火災となった0

・ 掛けた布団のすそがやぐらの下にはいった

状態にしておいたため，それが発熱部に近づき

すぎて着火し火災となった。

・ 使用後差込プラグをコンセントに差し込ん

だまま，郎屋のすみなどに立てかけ，使用してい

た毛布などをサーモスタット，温度ヒューズが

作動しにく いLうにその上にかけ，就寝（留守〉

中， 手元スイッチを切ったつもりがはいってい

たか，あるいはあとから伺らかの力によ っては

いった状態になっていたため，過熱し火災とな

っTこ。

( 2 ) 電気ストーブ

電気ストープの火災は，電気こたつほど多 く

はなし、。これに基因する火災の多くは，その近

〈に燃えやすい物があって，これが発熱休に接

J ⑮ 
触したり，近づけすぎてあったためによる もの

がほとんどである。したがって この使用に際し

ては付近に引火性（ガソリン，揮発油など）可燃

性（紙，布など〉物品を存置させないことと，使

用後は差込プラグをコンセン トからはずしてお

く習慣をつけることが，火災予防上大切なこと

である。後者の例としては，

去る 4月に莱喫茶店において電気スト ーブに

より出火し，死者 1名，重軽傷者 16名を出し

た火災があった。 この電気スト ープは脚が2本

あって，その一方にスイッチがついており，ス

トーブが倒れると自動的にスイッチが切れると

いう安全装置付のもので，メーカー側にいわせ



れば，倒れても火治にならないという安全なも

のであるというところであるが，なにぶん使し、

万に対する知識が欠除しているという点が，こ

ろ火災を起こしたそもそもの原岡である。すな

わち，当日店舗内に州 Hがさしてきて暖くなっ

たので，屯気ストーブが不要となり，店主は差込

プラ グをコンセントよりはずすことなく，＇11!~l

ストープをカウンター内のイスの上に横にして

のせ（！仰が休より離れているので，仰のところ

のスイ ッチは切れている），放熱側を窓のカーテ

ンのほうに向けてそれに添わしておいた。その

後たまたま客より預った物を，その傍にあった

他のイスの上にのせた際，その荷物でl潟lのとこ

ろのスイ ッチが押され，通Ii;'.状態になったが気

がつかなかった。そのため窓にかかっていたカ

ーテンを燃やし，燃えやすいもので作られて

L、た内装材を燃やし，一挙にJ広大したものであ

る。

( 3） その他

その他にも’，fu'.気あんか，’1b'.＞＜~足温器，電気火

鉢， Ill'.気座布団などがあるが，これらの火災は

そう多くなし、っところでこれらに法因する火災

のほとんどは保守終備の欠陥によるものである。

保安装置があっても，サーモスタットのみの場

合は，その故障などによって火災となる場合も

あり，またサーモスタット，温度ヒュ ーズがつ

いているものは，屯気こたつのところで述べた

と同様の注意が必要である。

2. 石油暖房器具 （石油ストーブ）

H併和 26年頃より石油こんろが急速に普及し

それと前後して石油ストーフも相当愛用される

ようになったが，村にll(J,和 35年ころより驚異

(i'-Jな普及をみた。これは屯気，カス暖房よりも

燃料費が安 く，また新し くそれに伴う旋設を必

要としないため，どこでも使用できるという点

で相当愛用されるようになったものと思われる

が，これに伴って石油ストーブに基因する火災

も急憎してきた。 東京都 （23区）内だけをみ

ても，昭和 34年 65件，同 35年 108件であ

ったものが，｜咋 36年には 228件と急激に増加

し，今年にさらに増加するものと見られてい

る。

正itillストーフの型式については，大体次の四

つの型がある。

( I ) 落差式 （ウイツク式） Lん

タンク内の￥11iを落差により，固定した芯に送

り，その流ほを変化させて火力の調節を行なう

もの，

この型式のものは，調節弁を閉め油の流れを

とめても，火皿の中のれ11を燃え切るまで：燃焼を

統けるので，炎が消え切るまでにはかなり時間

がかかる（恭兵によって異なるが約8～9分か

かる）

( 2 ) 芯上下式 （ランフ．式）

タンクの油の中に浸した品、をjて Fに操作する

ことによ って火力を調節するもの

この形式のもの

は；己、を下げ切って

も，下げるときに

芯より絞り出され

た油が案内筒上部

にたまり，その油

’ い「 「；川／燃
ぃ1 1川 焼
い1 1川 附

L • I ’リ コニh ・a--

;i, ,A －－－－ヲ＂＇＂可 IOI

一 一ト均一 一 一I l ’C.' I>.. 

が燃え切るまで燃焼を統けるので，災が斤iえ切

るまでには多少時聞がかかる C7恭兵によ って異

なるが，約 5分かかる〉。

( 3) 加圧式 （ガス式）

タンク1J,jのれ｜｜をセ気刊によ って造り 出し，熱

せられた気化管をjifiしてノズルよりI噴出させ，

乍気との混合カmスとして燃焼させるもの。

これには予熱式と切換式とがあり ，前者は気

作化の ドにおいて燃焼させ，気化管を予熱する

J［んにのもので，後者は燃料タンク内に石油とガ

ソリンを倒別に入れるようになっており，点火

の際カソリンを使用して点火させ次に石油に切

り換えて燃焼させる形式のものである。

この形式のものは調終コックを閉めると瞬時
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針ノ ズ ル

にして炎が消えるのがほとんどであるが， 1i-1に

は多少時間のかかるものもある（機具によって

異なるが約 30秒以内〉。

( 4) 滴下式 （ポット式）

タンク内の￥1!1を落差により ，熱せられた火lin

の上に滴下して燃焼させ，その流fi'i:を変化させ

火力の調節を行なうもの。

本体は石炭ストーブ

のような形をしてい

て，煙突がついてい

る。 コックを閉じて油

の流れをとめると，炎

が消え切るのにあまり

時聞がかからない （総

具によって異なるが約

30秒以内〉。

以上各形式についてff:'iト単に述べたが，そのIH

火原因について調べてみると，共通な1r1iもある

が，機構がそれぞれ異なるので，そのl京肉も形

式によりそれぞれ迫った而が見られる

次に各形式ごとに主な火災’n：・1111をあげると

( 1 ） 落差式

・ 傾斜したところに日器具をi泣き，大1111が燃料

タンクより低くなるようにして使用したため，

油が火血よりこぼれて火災となった門

園 前号の場合，納が火UILよりこぼれなかった

が，使用中に炎が大きくなり， en常燃焼）付

近の可燃物を燃やし火災となった。

・ 燃料タンクに小さな穴があいているのに%

がつかずに計11を入れ，点火したところ， ililの流

盆が火となり上記と同じ.!jl象を~t」じ火災とな っ

た。

・ 使用中燃料タン クの温度がJ急激に上刻ーした

ため， 1自の流引が大となりすぎ，上記と｜寸じ現

火llll

E
U
 

η
，ι
 

象を生じ火災となった。

〔注〕 このことは燃料タンF内の油が少なくて使用した場介
に起こりがちで，このような現象が起こらないような?.iiλ
を使Jl1することが望ましい。

園 使用中油がなくなってきたので，調節弁を

i!/-Jめ，燃料タンクにtillを補給し，対｜受皿にタン

クをあてがう際，タンクのキャッフ’の締めつけ

が悪かったため，キャッフ。がはずれて油が流れ

出し，まだ消え切らない火皿の火により，その

打｜！に若火し火災となった。

・ 消そうとして調節弁をl~＂Jめたが，弁のとこ

ろに異物がはいっていたため打11がとまらなず，

なかなか炎が消えないので大変だと思い，あわ

てて持ち出そうとして休に落とし，火災となっ

た。

( 2) 芯上下式

・ 点火してからすぐその；場を縦れたとこる，

しばらくしてから燃料タンクの温度が上昇して

きて炎が大きくなり，近くの可燃物を燃やして

火災となった。

・ 11ヰすために芯を下げようとしてコックをいl

したが，芯が下がらず，あわてて持ち出そうと

してはに落とし火災となった。

'l主〕総~購入の際は，このようなおそれのある主のかど う
か注.'0：する必'l!!がある。

－ i史JTJ中または芯を Fげたが炎が消え切らな

いうちに給油し，燃焼向またはその周辺に油が

かかったため，それに火がつき火災となった。

( 3） 加圧 式

・ トR レンr支のれ｜｜がーぱいになったのをえがつ

かずに使用しているうちにその油が流れ出し，

それに火がつき火災となった。

〔注〕 予然が不起すると火が赤く， r出煙が出， ドレソに生j巾

がたまる。また気化管にカーボンが付着している場合，ノ
ズノレの穴が大きくなった（針が摩滅，折制した〉場合には
生油がたまる。． アノレコーノレを子熱1111に人れ， それを燃やし

て点火しようとしたが失J：＆したので，再び点火

するため，またアノレコーノレの炎（明るいところ

ではよく見えない）の消え切らない予費！＼OJIにア

ルコールを注いだところ，アルコールのはいっ

た容誌に引火し火災となった。

・ ：＇.；：（化符と￥ 1!1送パイプの後合ifliがゆるんでい



たので，そこより漏油，それに着火して火災と

なった。

E・ 点火時， ドレン受にカソリンが流れ出して

いたのに気がつかす．に使用，そのうちにドレン

受のガソリンに引火し火災となった（切換式の

場合〉。

・ 点点朋のカソリンを補給する際，近くの火

気により引火し火災となった（切換式の場合）

( 4） 滴下式

・ 煙突が煤て、つまり ，吸込みがJ色くなってい

るのに燃料を出しすぎたため，不完全燃焼がひ

どくなり，火のついたt1l1が器 J~ より流れ出し火

災となった。

・ 燃料タンクの接合部のハンタが6-{J~の熱に

より溶け，￥1!1が流れ出し火災となったっ

・ 消した尚一後にI呼び使用しようとして，余熱

の残っている火皿のところにtillを滴下したとこ

ろ爆発し，火傷を負った。

以上各形式ごとに I:な火災事例をあけγこが，

各形式共通的と考えられる火災事例（おもなも

の）をあげると次のようなものがある。

・ 漏れていた油をそのままにして使用したた

め，それに火がつき火災となった。

• ;u・t1!1とカソリンを間違えて使用し火災とな

っ7こ0

・ 風のあるところで使用したため，炎が大き

くなり，近くの可燃物に火がつき火災となったC•

・ 使用中転倒または落下したため火災となっ

7」 0

・ ストーフ、に 11f燃物が務下し，それに火がつ

いて火災となった。

・ 引火性，nf燃性物111111の近 くで ［史片jしたため

それに火がついて火災となった。

以上，＇，U:~＼および正；inti暖房総共の火災につい

て簡単に述べたわけであるが，要は，それぞれ

の総具の機能，危険性をよく熱知し，火災を起

こさないように徐立して使用すればよいわけで

あるJ

（乍ぷi 〕,i:r;；~消防庁調:l't課お112 係〉

．・、・・・・・・・＂＇・・・・．．．ー、．．．．．．．・・．．．・・・・・・・．・

； オー トスライド ( 

I I I I I I ＿ー~ : 

： ・｜石 油 ｜コ｜ン｜口の 。火 災とそ ｜の｜予｜防｜司；

製作 東京消防庁予防部調査課 ・ 東京連合防火協会 :: 

編集 日本損害保険協会

家庭の主婦が使っている石油コンロが，どのような原因で火災を起こしたかを実験などを加えて製作さ

｝ れたスライドで，映写時間は約 15分（58コマ）です。 1 

このスライドを購入ご希望の場合は下記のいずれかにお申し込み下さい。

価格 スライドアイノレム 1本￥ 2,900・ 録音テーフ 1本￥ 1, 300 

社団法人 日本損害保険協会
東京都千代田｜三trl1ED淡路町2丁目 9番地（損保会館内）

TEL 東京（251)0141・5181

株式会社 ソニーオートスライドプロダクシヨン
東京都中央区銀座7丁目 1番地

TEL 東京（571)6106 
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写真は後方から見たとニろ

前方から見たところ

- 28ー

警蒸 信一刈

斜め前方から見た全景I



ン プ
明治初期に英国から輸入し，後には国産品も現われて大正初期

まで東京の消防のために活躍したのが，二こに紹介する蒸気ポ

ンプ 出動ともなればサッと縫に火がつけられ，馬 2頭にひ

かれてピーポーの警笛とともに火災現場に疾駆したそうである。

ただし蒸気の圧力が上らねばポンプも動かすあたわずの悲しさ

に，消防署近所の火災ともなれば現場に直行せず，町内を 2回

ほど駆け回ってから という夢のような話もあったとか。
写真は横から見たところ 下方に吸水管と放水管
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燃え出したカウボーイHJI・・・

ーアンチノック剤lをKOするー・
ア

5霊 歴
ゾを
の伽1 ......__ 

街l 日ヨ

恐

怖

の

恐怖 との 闘 い

地震，火山のl~＇t火，津波，台風のよ うな自然

の猛威，人を集う拡問；や，－i~虫，激しい苦痛と i旬

、、死亡率を示す伝染病，猛甘？をもっ魚や植物の

中毒なとeのため，人類は地球に発生してから多

くの危険にさらされてきた。また近世に入ると

ともに大火事， ~合の沈没，列車の衝突 ， 自動車

や旅客機の事故，大気汚染，工場の事故など新

しい災害も増加し始めた。

とくに地理的条件から自然の猛威に見舞われ

やすし、わが国では，科学や技術が高度に発展を

続けている現代でも，年々多くの人命と財産を

失っている。このため耐震高層建築の普及，防

潮疑や堤防の建設，台風やl噴火の予報などによ

り，これらの恐怖を克服する努力が続けられて

%、る。

ところで人を襲う獄獣による彼害はどうであ

ろうか？恐電やマンモスの大者はさておき，今

日では動物園やサーカス以外でこれらの獄獣に

おめにかかる機会はまったくなくなってしまっ

た。もっ ともアフリカやイ ンドなどでは現在で

も若干の犠牲者が年々発生しており，東インド

のオリッサ州では 1年聞になんと 2151人が虎

と象に， 543人が識蛇に殺されたとインド政府

は発表している。しかしこのよ うな一部の地方

を除けば続獣による恐怖は完全にー紛されたと

いってよいだろう。このほか直接生命へ危険を

及ぼさないが，人血をねらう南京虫やシラミも

DD  Tなどの殺虫剤の進歩によりその恐怖は昔

話となり，毎晩枕を高 くして寝ることのできる

ものも掌なことである。

台r~；から多量に輸入されたパナナが海へ廃棄
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され．新聞の話題をにぎわした恐ろしいコレラ

も，防疫陣の水ぎわ作戦の成功により，その心

配は薄らいだようである。しかしこのような伝

染病も歴史上 l億近い死脅を生じたベストをは

じめ， 1858年の 7月から 9月まで 「葬礼の村

大道小路に｜本続して， 昼夜を絶る間な く，寺院

はl"j前にmをなし，1焼J坊の棺月Ifせまきまで積み

ならべて山をなせりJといわれ，死者29万人を

ノlじた江戸のコレラなど，かつては1it;.成をふる

い，人々はこれに恐れおののいたのである 近

年予防医学や防疫体制の発達，強化によりこの

ような恐ろしい病気の発生はきわめてまれな出

来ごととなってしまった。

つぎに寄キノコやフグのようなぷをもっ食物

の中毒はどうであろうか。恐 らく多く の人がそ

の犠牲となり，その結果経験的に有毒食物のI)<

別が古くから明機化されたものであろう。とこ

ろがいまだにフグ中毒による死者が毎年百数十

人を越えているし，秋になれば'jlj キノコのヰ•＋lf:

τj;:放が報ぜられる。 したがって 「フグは食いた

し命は惜しし 1 とその高は広く知lれわたってい

るので，解心剤の発明されていない現在，しろ

うと料理は絶対に禁物である。

このほか毎日のテレビや新聞に報ぜられてい

る酢ばらい運転の自動車，火山弾ならぬ建築材

料の突然の落下，工場の燈や自動車の排気によ

る大気汚染，炭鉱の落盤，化学工場の爆発， ペ

ニシリン注射によるショック死など大昔は存在

しなかった新らしい恐怖が猛威をふるっている。

しかしその恐怖の内容は時とと もに変化し，よ

り安全な方向に進歩していることが明らかに認

められる。たとえば自動車や飛行機なども発明

された当初は発火したり，空中分解を起こすな



ど，それ自体が危険性をもっていたのであるが，

JJl充てはそのような危険性はほとんどなくなっ

てしまっ7ニO

このような立場から，いろいろな恐怖を克服

するため，どの．ような犠牲と研究が払われてき

たかを二，三の例で紹介してみることにする。

加鉛ガソリンの恐怖

U~JJ車の普及はこの数年著しく ， 東京や大阪

ではニッチもサツチもいかぬ混維ぶりを示し／；.fl

)}Jている。

ニの臼動車でも発明

された頃は「馬なし馬

111」と呼ばれ，引火性

の高いガソリンを燃料

として積み込んでいる

ため，その危険と被I与

が多くの人々から大変

~~れられたのて、ある 。

しかし現在では運転手

の過失による衝突事故

が激増し，酔ばらし、運

転の自動車に恐れおの

のくことはあっても ，

燃料ガソリンによ る火

災や中毒を心配する人

はいなくなってしまっ

た。ところで， その毒

性が少しも疑われてい

ないカ‘ソリンに添加さ

;/1.,ているアンチノック

剤の四エチル鉛も ，か

つては多くの犠牲者を生み，その毒性が社会問

題となったので、ある。そこで危険な四エチノレ去の

が安全に使用できるよ うになった経過を紹介し

てみる ことにする。

2万種にのぼるガソリンのアンチノ ック剤を

研究した結果，1922年四エチル鉛が発見され，

1923年 2月 1日より EthylGasoline Corp. (J:J1 

社名 Eth!Corp：）で四エチノレ鉛を添加したフザソ

リンが販売されるようになった。ところが 1924

五ド 11月 1日までの 13カ月 間に四エチノレ鉛製造

｜長If：系従業員中 60～70名の中必，む苔が発生し，

! ・r:::> 10名の死亡者を生じたっこのため 1952

Tドアメリカ公衆衛生局の 「加鉛ガソリン使用の

公衆衛l・j：に及ぼす影響について」の会議が開催

されたので，その結果が判明するまで販売は白

発的に斗111・ーされたち会議は生l主，消費，学界，

｜内向可1.，労働， i!Jl（のかく代表 75名が集まり

,/.] i議の結果臨床医学，lj:JI］！学および｜場衛生学

の権威者からIJ.文る 7人委員会が任命さJL,1926 

年 1月まて州政Hカソリンの販売および一般のf史

）刊が，公衆の健康をそ

こなうか否かの報告を

脱出すべき決議が行な

われた。

7人委n会の報告は

A，無｝Iiカソリンの

j~伝子 36名

B，力11j;;1ガソリンの

運転手 77名

C，無主f]カソリンを

Iiiり扱った車庫，

五：：1i1l1rrr，タンクロ

ーリー労務者

21名

'D，力uJ:f:iカソリ ンを

取り扱った車Ti~ ＇

給油所，タンクロ

ーリー労務者

57名

E ，ひどい鉛粉のJI~

放する工場の労務

者 61名

の｛史cjJの鉛lil，赤fill泳汚染数を調伐した結果

(1) 山テチル鉛の濃度が 1300分の l容量を

こえない加鉛ガソリンを燃料として使用する

IJ列車の運転手は約 2年間の作業後鉛の吸収

を示さなかった。

( 2) 車庫，給油所，タンクローリー労働者は

iH吸収の徴候があったが，Ejガほどひどくは

なく ，中毒症状は見られなかった。

以 tの結論が伴られ，匹lエチノレ鉛取 り扱いぷ

準が'.¥Eめられたものである。 この結果，四エチ
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ル鉛によるアメリカの中山件数は，次夫のよ う

に大幅な減少をみのである。

I 1悶 ～30 1蜘 ～35

製 造作 業

タ ンク清掃

偶発的吸入または内！lit

’実 験室内作業

混合作業（ガソリンに）

61 

0 

0 

0 

0 

61 

A

－
1

唱

i

q
4
A
U
A
U

司
自
由
晶

メ斗
『寸 17 

このよ うにVLIエチル鉛を添加lしたカaソリンの

毒性について，大がかりな実験が長時間実施さ

れその無寓性が~らかとなったため ， 現在安心

して取り倣うことができるようになったもので

ある。新らしい恐怖は，多くの犠牲者のおかげ

で科学者により取り除かれたものである。

アセチレンの恐怖

アセチレンは燥発範囲が広く ，空気や般素が

なくとも加圧下で分解爆発を生ずるばかりか，

銅などの金属と も反応し爆発性化合物を生成す

るなど，放も危険性の高いガスとして知られて

いる。駐在ではこの危険性が十分研究され，安

全に取り扱うことができるようになったが，菅

はアセチレン爆発のため多くの犠牲者を生じた

のである。

スェーデンのグスタフ ・〆レンt主アセチレン

を加圧下でも安全に貯蔵できるよう，石綿と ケ

イソウ土を主成分とする多孔性物質を容器につ

め，これにアセチレンを平均にゆきわたらせ，

万一圧力のため一部で分解爆発が生じても，容
ほん

器全体への伝播を防止する方法を考案，実用化

した。この容捺はパナマ運河工事のアセチレン

照明用として賞賛されたので、ある。しかし，彼

は一層安全なものを作ろ うと安全弁を考案し，

たき火のなかへ容器をつり下げ，安全性を実験

してみた。そして 4固まで弁は作動したが， 5

回目に容擦が爆発し，彼は火だるま £なり 両限

を失ってしまったので、あるの

今次大戦中ドイ ツで発展したレッベ化学（ア

セチレンによる有機薬品の合成）成功の鍵のひ

とつは，危険なアセチレンの高温高圧処理にあ

- 32一

った。このため彼はアセチ レンの爆発危険性を

確かめ，安全な取り扱いに成功したが， それて

もビニノレ化実験中大爆発を起こし，研究を続け

るか否かのl岐路に立たされたことが伝えられて

いる。

このよ うにノーベノレ賞級の有名科学者も， ア

セチレンで、は思わぬ事故を身をも って体験して

いる。爆発の恐怖を感ずることな くアセチレン

を安全に取り扱えるのも，これら先輩の血と）j

の結晶ともいえるもので，常に安全な取り扱い

j去を守ることが，われわれの義務なのであるC

燃えやすい衣服の恐怖

日常着用している衣服をはじめ，主内のカー

テンや寝具などの繊維製品は，一部の合成繊維

製品を除けばすべて可燃性をもっており ，火が

つく と燃え上がるため，火災の原因となった り，

．ひどい火傷を負ったりすることがある。このた

め劇場のカーテンや建築現場の防災シートは消

防法により，可燃性のものの使用が禁止される

ようになっTこ。

写真は工場爆発事故の例

また家庭における衣服発火事故もしばしば発

生しており ，筆者が新聞記事で、調べた範囲で、も

昨年秋から今年夏までの 9カ月間，東京付近で



死者 12名，重傷 9名をも生じている。

家庭より着火危険性の高い工場や作業場にお

ける作業服の発火もひん発しており，特に溶鉄

や溶鋼を扱う危険な炉前作業や，コークス炉の

炉項作業をはじめ，あらゆを範囲にわたってい

る。またプロパン，アセチレン， アノレコーノレな

ど可燃性ガス，蒸気による悲惨な爆発事故の死

者や重傷者は，作業服発火のため大火傷を負っ

ている例がきわめて多いことも注目してよい現

象である。

特別な衣服発火としては本誌44号に紹介した

；酸素工場や造船所などで発生する増加酸素中で

の作業服の急激燃焼と，港着工法のよ うな圧縮

空気下での作業服の発火が，死亡率の高い悲惨

な事故であるにもかかわらず，毎年続発してい

る。

このようにカーテンや防災シートと同じよう

に危険性の高い衣服の可燃性も，わが国ではま

ったく野放しとなっているので，かつて可燃性

絹スカ ーフの輸入を禁止したアメリカの歴史を

紹介Lてみよう。

1930年代にアメリカ名地で起こった衣服の

発火事故が報告され，このうち最高裁判所にま

で上告されたものもあり ， 「完全に危険で，衣

類として適さなし、」との判決を受けた商品もあ

った。1945年には有名なカウボーイ服事件が

生じた。これは当時少年達に流行したカウボー

イの服で，火が付くとただちに炎上する危険な

もので，1948年までに損害賠償の詰求が 200

万ド、ル以上に達したので、ある。この頃ようやく

危険な繊維製品を追放するため，規則の必要性

が認められ，約 18カ月の調査の結果，試験方

〈〉 〈〉

法が示i：められた。また各州、｜でも研究が行なわれ

カリフォルニヤ州ではすべての可燃性織物を

排除する州法が通過，成立した。 しかし 1951

年 「燃えるスェーター」と呼ばれ，人絹繊維製

で火がイJくと急激に炎上し，火を消すこともで

きない一連の功．故が生じたため，ごうごうたる

非難の世論が起こったので、ある。このため急激

に燃える繊維製品は危険物として市販を禁止す

る可燃性織物法が 1954年実施されるよ うにな

っT』。
わが国もアメリカ以上に同じ事故の犠牲者が

発生しているが，担害賠償の請求も行なわれず，

また南極で‘カラフト犬が死んだときほどの世論

もまったくさ七じないのはどうしたことであろう

ヵ、。

あ と が き

このほか燃えやすいニトロセルロースフィル

ムにより昭和25～29年に131名もの焼死者を生

じたが，難燃性の三酢酸セノレロースが生産され

てからは，事故がまったく発生しなくなった例。 i

手術中の麻酔ガスの爆発によりかつてアメリカ

では年間 200名もの死者を生じたこともあった

が，関係の努力により現在は安心して手術が受

けられるようになった例など非常に多いもので

ある。

このような立場から見ると，人類の歩んだ道

は恐怖とのl却し、の歴史ともし、L、換えることがで

きる。つぎつぎに新しい危険が押し寄せてくる

が，これを1族主に封じ込み，恐怖のない生活を

建設するため，常に努力しなければならなし、。

（筆者労働省産業安全研究所：化学課〕

〈〉 。
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ワ ン ~ ・上r=t 
オートスライド ___.__.. 

示

す

ト山の風景

s. E～カッコの戸，速くで犬のなき11~がする。

2. 山路をとんで来る犬

犬 「ワンワン，朝のお散歩だア・・…・」

3.農家をうろつくワン公

犬「自に青葉，山ほととぎす … （S. E～郊の戸〕あれ

え？」

4. 鶏舎をのぞ くワン公

s. E～鶏のJ白

犬 「ああやっぱり鶏君だ。ねえ，ポクも仲間に入れと

くれよ」

5.叱る子供逃げるワン公

子供「コ ラッ，なにちてるんだ ！」

犬 「うわ，逃げろ，逃げろ，ポク，ただお友達になろ

うとしていただけなのにー 」

6.線路とワン公

犬「あれえ，これなんだろ。あ， 判かった，この先に

東京があるんだぞ。きっと ー－。だけど，ずい分

長く続いてるんだなァ」

7.ホームに遣い上がるワン公

犬 「一寸，失礼，ヨイショ，コラショッと－…」

必
U
寸

η
J
 

企画 日本損 害保険協会

株式会社 サンライズ社 製作部

8.貨車にもぐるワン公

犬「ウ フフ，丁度うす暗く って， お昼寝にはもってこ

いだ。少し休ませて貰おっとー－－」

9.走り出す汽車

A S.E 

10. B 

11 C S.E 

Fイトノレ

「ワン吉上京す」

12.東京駅をパックにワン公

M～ 

犬「ありやア，いつの聞にかこんなとこへ来ちゃ った

東京だろ，こ こ。何ンだか心細いなア。でも仕様

がないや，東京見物でも しょっと… －」

13. ビルの谷聞から狭い青空を

犬「うわ，東京の空って狭いんだな。まるで落し穴の

中にでも落っこちゃったみたいだ。一寸，あのて

っぺんに上ってみよう 」

14. ピルの屋上からビル街を望むワン公

犬「東京，東京ってみんなが騒いでるけど，どこにそ

んな魅力があるんだろ。山もなければ川もないし

それに草や木の緑が全然ないじゃないか淋しい

や，見渡す限り灰色のピルと……」

15.車の洪水

犬「車，車，車の洪水だ」

16.銀座を行くワン公

犬 「それにどうしてこんなに人が多いんだろ。都市の

分散計画だとか，人口制限をもっと徹底しな〈っ

ちゃ」



17.皇居前にてワン公

M～ 

犬「ここは日本の歴史の中心地，昔の江戸城だ。アベ

ックばっかりだけど，チョンマゲ姿の人がいたら

面白いのになア。でもチャンパラだけはご免だ

よ。だってさーー 」

18.鳩と遊ぶワン公

犬「ポク，平和がとっても好きなンだもン。平和の使

者を守る。エヘン，ボクは平和のワン吉だ」

19.堀に遊ぶ白鳥

犬「もしこの平和を乱す奴がいたら…－」

20.石を投げる子供達

犬「ゐ，いた ！ 石を投げている」

21.吠えるワン公

S. E～う，う，わんわん ！

犬「こらア ！」

22.大噴水をのぞきこむワン公

犬「皇太子様ご結婚の記念噴水か。だけど，この水う

一つの水がぐるぐる回ってるだけだなんて，一寸

考えられないなア・・・・J

23. 空を見上げるワン公

M～静かな曲 （夕方）

犬「うオァ一一高いなア」

24.増上寺の古い門と東京タワー 夕景

M～ 

犬「東京タワーだ。でも可笑いな，古い門と新しいタ

ワーの組み合せって…・・。あ，判った，これが東

京のホントの姿なんだな，きっと…＂＇J

25.東京タワーを下から

UP，夕景

犬「だけどさ，世界ーも良いけど，地震があったらど

うするンだろ。倒れてくるみたいだ，逃げようッ

と… －」

26.夜の銀座ロング

M～夜のムード

犬「凄い，車の灯とネオンばっかりだ ！ だけど変だ

なア，お天気なのに，お星様が見えないぞオ ？」

27.同 UP

犬「ネオンが派手なんで，お星様が呆れちゃったのか

な。でも淋しいなア，お星様は金米糖のように白

くって，きれいで，お美味そうなのに一いあ

間違えちゃった．ウフン，だってお腹がベコベコ

なんだもン」

28.屋台の回りでワン公

犬「イカの足一本で，そんなにじらさないでよオ， お

腹がグウグウ鳴ってンだ」

(OFFで〉

酔払い「（口笛して）ポチ，チピ，シロー ！」

犬「あれ，ポクを呼んでるのかな ？」

29.酔払い，ワン公に折り詰を出してい

る

酔払い 「ほれ（ヒツク）さ，プレゼントだ。こんなも

ン持って帰ったら母アチャンに（ヒック）ふン，

何が早くお帰ンなさいよ，だ（ヒック）」

30.空になった折U詰の前にうずくまる

ワン公

犬「ああ美味かった。 (M～）棄てる神あれば助ける

神ありか。お蔭で（欠時， うあーう）お休みなさ

い」

31.丸ビJl-の朝

人気のない通り

M～ 

犬「誰もいないや，朝のピル街って， うすきみが悪、いー

なア，さ，早く顔を洗いに行こう 」

32.日比谷の池にて亀とワン公

犬「顔は洗ったけど，ありや，石っころが歩いてるぞ

ゐ， 亀のお爺さんだ」

亀 「おお余ンまり日和りが良いんでのオ， どうだ，一

緒に散歩でもせンかい， うむ－－－」

33.交通麻痩の車の流れをパックに歩く

亀

亀 「ウフフ，ほれ，こういう ふうに交通が麻痔しちゃ

うと，時速百キロの車よりわしの方が早いだろ」

犬「アハハ，ホントだア・・－」

34.高処から交通麻痩を

M～ 

犬「だけど酷いなア，蟻の這いでる隙もないって，こ

のことをいうんでしょう ？ これじゃ，交通事故

の起こらない方が不思議ですネ・…・」

亀 「ああ，そうとも一・・」

35.魔法のようなすれ違い

亀 「ごらん。二台の車でいっぱいの道路だ。わしら

は一体どこを通ったら良いんじゃ，え？ 東京
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にはこんな道路が沢山あるんんだよ」

36.モケイ飛行機を追う子急停車する車

S.E～急停車する音

犬「あ，危ないなア」

亀 「ふうむ，じゃ，全く ，交通道徳、は子供のころから

教えこまにやーー－。や，あの車が今仮りに 60キロ

で走っていたとする。急プレーキをかけたら，一

体どのくらいで停ると恩lうかネ ？」

犬 「うんとネ， ええとね， ジュウ， メートル， くら

い？」

37.玩具の車に急ブレーキ後のスーパー

亀 「うんにゃ，大体 30メートルくらいは突っ走るん

だ」

犬「じゃ，雨のときは，も っと酷いんですネ？ 怖い

なア」

38.事故件数標示器

自動車生産台数のスーパー

亀 「だから，これさ。その上車はどんどん増えて行〈

道路は相変らず狭い」

39.新聞の事故の見だし

事故の発生件数のスーパー

亀 「ま，皮肉だが，新聞種にはこと欠かないってえ訳

じゃ。うむ・ー」

犬 「やだなア，何か良い対策はないンですか ？」

亀 「そうさねえ，まいろいろとあるだろうが，この場

合は，心の持ち方の方が大切だな」

40. 日比谷交叉点の秒を現わす信号灯

亀 「左側通行だとか，交通規則というものはわしらの

手で作りだした約束事なンだから，それを守る

ことがわしら自身の駄を守る， ということになる

ンだな。ところが，多勢の人達の中には・…，J

41.信号を待ち切れず車道に出ている男

亀 「忙がしくもないのに，こういうときだけ妙にせっ

co 

かちな人がおる．いやこり ゃア不可ない。車のと

おりがすくないからって．油断は禁物。注意一秒

けが一生じゃ・・・・・J

42.横断歩道を渡る犬と亀

亀「あたりをよオ 〈見回して．それから横断歩道を正

しく渡る」

犬「亀さん，早く」

亀「ああ」

犬「ほら信号が変わっちゃうよ ！」

亀 「あいよ」

43.亀の上を走り去る車

亀 「ひえー，桑原，桑原。まだ燈 色々だというのに・・J

44.車の雑踏を突っきろうとしている人

犬「あ，あそこにも......。ふうん，一体学校へ通う子

供達はどうしてるのかなアー 」

亀 「うむ，その心配から生れた運動が，ほれへ……」

45，緑の小母さんと学童

亀「子供達を守ってくれる緑の小母さんだ。わしも年

だから，時々ご厄介になるがネ」

46.坂を降りて来る銭亀の乗った車手前

に大亀

s. E～急プレーキの音

犬 「あ，亀さん，危い！ 」

47.ブツカル

s. E～ヵ・チャーン！

48.ポリスボックスに飛びこむワン公

S.E～ワンワン

犬「ただ，た，大変だ，おまわりさん，事故です」

49. しゃがんで手帳に記入する警官

犬「亀のお爺さん，大丈夫ですか？ 」

亀「ふうむ，大丈夫だ。こういうときは落着いて現場

をそのままにしておき，警察官を呼んで現場検証

をして貰う 。このときの事故証明がないと大変狽



をしてしまうンじゃ

50. ~糧帯を巻いた大亀の足元にいる銭亀

銭亀 「スミマセン。治療費．慰謝料として， 一万円と

いうことでどうでしょJ

亀 「示談書にはうっかり判を押せない」

犬「どう して ？」

危 「うむ， 社会保障制度で，保険金がもっと貰えるか

も知れんからね」

犬「ふうん，傷害保険に入ってるんですか ？」

亀「ふうむ，この場合はそうじゃない」

51.車の流れをパックに自賠責をみせる

亀 「つまり，自動車には法律で強制的につけなければ

ならない自動車損害賠償責任保険，略して自賠責

とし、うのが必ずついてるんだ」

犬 「どの自動車にも ？」

亀 「うんそうだ，これに加入していないと六ヶ月以下

の懲役か，五万円以下の罰金政処せられる」

52.車に自賠責銭亀が運転している

犬「ふうん‘そうするとけがをした人は，相手の臼動

車についている保険金を受取ることになるんです

か ？J

1（！.「うん，そのとおり 。社会保障はされているんだが，

その事務的な取り扱いは民間の損害保険会社でや

っとるんじゃ」

犬 「ふうん，でも，もし相手が冷淡で誠意がなかった

ら？J

53. 各社のパンフ数種

1(L「ふむ，そうし、う例も最近は多いようだネ。しかし

そのときは車の持主が加入している保険会社を調

べ，そこへ直接に請求する。ひき逃げなどで相手

が判らないときは，どこの保険会社へ請求しでも

椛わない。ただし， 」

54.保険会社の看板

社名を除き

亀 「海上火災とか，火災海上とか，L、う保険会社に限

るがネ。ま，軽傷の場合，最高三万円までは貰え

るだろう 」

犬「ホント ？」

亀 「いや嘘じゃない」

犬「ふうン，だけどオ・・・…」

55.走って来る車B

S.E～急プレーキ

犬「あ，亀さん！ 」

56.ひっくり返った亀に前車輸を載せて

いる車

S. E～カヘンャン

亀 「うわ，またか。ワン吉君119番頼む」

犬 「はし、 1」

s. E～ワンワン OFF

57. 多くの車に狭まって動けない救急車

S. E～サイレン

亀 「すると，救急車を掻きわけ，掻きわけやってくるJ

58.聴診器を当てられている亀

亀 「わしはたちまち入院じゃ。どうやら心ゾウにひび

が入ったらしい」

犬 「当座に必要なのは入院佐用でしょ？ 」

亀 「あ，そうだ」

犬「お金がある ？」

亀 「なL、。だから例の事故証明書を貰って保険会社に

飛び込む。すると入院費用やら生活費に対する仮

渡金とし、うのが出る」

59. 病院の庭にて犬と亀

スーパー

亀 「さて，完全に直ったら，事故証明書と診断書に，

入院政だとか治療にかかった実費，それから慰謝

料の総計を出して請求すれば，ま，重傷の場合，

最高 10万円までは出る。無論，仮波金を貰って

いれば，その分は差しり｜かれるがネ」

犬 「ふうん，だけどさ，もし ー」

60.疾走してくるダンプ

無論玩共

S、E～系tって米る燥fl'

61.ひっく り返った亀

走って行くダンプ

犬 SE～走り去る燥f'i・

犬 「あ，ひき逃げだ」

亀 「こんなl時でも決して泣き寝入りしちゃ不可なし、」

62.逃げてゆくダンプ跳ねとばされた

亀と保険会社のスーパー

犬「だって相手は逃げちゃったじゃない」

亀 「L 、や， .ti~わないんだ。 軽傷，重傷を問わず遠慮せ

ずに段寄りの保険会社に飛び込めば，保険金がち

ゃんと貰えるような仕組みになっているンだよ。

それカ1社会補償’さ。いや，また，不幸lこして死亡

したとしても， 50万円は貰えるだろう 」

犬「ふうん， ボク全然知らなかった」
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63.ダンプの前部をへこまして走らせる，

50万円の札束と命の計り考える亀

のスーパー

犬「だけど，人の命が 50万円だなんて・・…」

亀「うむ，これには種々な事情があってね。たとえば，

日本ではまだこの保険ができて聞もないし強制

的に保険料を徴集するために，そう多額のお金を

取るわけにはゆかない，とまア，そこで現在では

一応こう決められているんだが…・・」

64. 走るタイヤの UPに 50万円だす会

社，100万円だすダンプのスーパー

亀 「実際の判決や示談の結果では， 100万，150万が

ざらだから，相手方は 50万円を保険会社から出

して貰い，残りの分を自分のポケットから支払わ

なければならないとし、う訳じゃ」

犬「だけどさ，相手にそんなお金がなかったら ？」

亀 「ふむ，そのときには任意保険というのが手助けし

てくれるんじゃが，それはまたあとの話しにしよ

う。しかし，だ.....J 

65.車のタイヤに玩具の寧l母車を

亀 「保険金の査定は公平だから，母親の不注意で幼児

がはねられたか赤信号を無視してひかれたり し

たときは，ヒ害者のほうにも過失があるじゃから

受取る金額は多少少なくなるな」

犬「そりゃアそうでしょうねえ」

66. 外国の写真に諸外国強制保険金額

スーパー

犬「うわア，イギリスじゃ 3500万円だア・一..J 

亀 「うむ，ま， 日本も追い追いそうなって行くだろ う

がネ。そのためには車を持っている人はもちろん

のこと，持っていない人も，みんなで，自動車損

害賠償責任保険，つまり自賠責というものをも っ

とよく認識しなくちゃな，うむ－－－」

67. 道を往くニ匹

犬「ふうん，そうか，つまり ，そのオ，自動車事故で

人命に関する場合， うっかり示談にしたり，相手

が判っても判らなくても，泣き寝入りをしたら損

をするッていう訳ですネ」

亀 「ふむ，そうだとも…...J 

68.玩具のトラックの紐をくわえるワン公

M～ 

犬「うわア，素晴しい草を見つけましたよ。亀のおじ

いさん。 ドライフ。に行きましょうよ」
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亀 「お，わしはどうも乗り物が苦手でのォ」

69「ニ匹の乗るトラックが走っている

犬「ねえおじさん，だけど，さ っき任意保険とかいい

ましたネ ？ あれは・・・」

亀 「お，それそれ，前の自賠責というのは国で定めた

強制保険じゃが，その任意保険というのも非常に

便利な保険でな，ま， これには種類も多いことだ

から，簡単に説明して上げよう l

70.正面衝突で両方とも持ち上っている

車

亀 「まず最初は，衝突だとか，転覆・ －」

71.土堤の下に引っくり返っている車

亀 「つい突だとか火災にあって，自動車自体に損害を

生じたり ，盗難にあったりした場合に支払って貰

えるのが・・－」

72.伴創こうをはった車の前に

スーパー 〔車両保険〉

亀 「車両保険だ。この他に賠償保険というのもある。

たとえば......J 

73. ミニチュアの家屋に突っこんだ車

亀 「他人の家に飛びこんだり 」

74.横転した他のトラックとその積荷，

ぶっつけた車

対物賠償保険のスーノ、一

亀 「他の車にぶっつけて，その車を破損させたり，そ

の積荷を鼓した場合に支払われる。つまり，物に

対する賠償保険だ」

犬「ふうん」

75.車とひっくり返っている銭亀

対人賠償保険の久一パー

亀 「それから，通行人などを死傷させた場合に支払わ

れる，そのオ，人に対する賠償保険・・・…」

犬「あれ，だったらさっきの強制保険，自賠責と同じ



なんじゃアありませんか ？」

亀 「ふむ，良いところに気がついたね。しかし前にも

話したように ・・・・J 

76.繍帯でぐるぐる巻きにされた銭亀に

強制保険プラス任意保険

スーパー

亀 「強制保険で支払われる金額は最高 50万円だ。と

ころが示談や判決で 100万円と決ま ったら・…」

犬「あ， 判った。強制保険で足りない分を任意保険で

補って，ヒ害者や加害者が経済的に図まらないよ

うにするための保険なんですネ」

亀 「偉い，いや，よく判ったネ」

77.走る二匹の乗った車

犬「ウフフ，つまり ，自動車事故にあったら，泣き寝

入りは損だっていうことと， うーん，自動車をも

ったら，強制保険はもちろん，任意保険にも入っ

ていれば，いざというとき，そう周章でなくても

良いっていうことになるンでしょ ？」

亀 ーうむそうだ。だから といって・ー－」

78. 池に向かう亀，降り るワン公

犬「あれ， もう降りるんですか ？」

ifi ふむ，やア，わしも年だからな，どうも，疲れた

んだよ。ま，決して安全運転を忘れちゃ不可ない

よ。 それこそ，人の命をお金に換算することは出

来ないんだからネ」

79.池の中に入る亀それを見るワン公

犬「淋しくなるなアー－ー」

亀 ー何を言っ とるンだ。君ももう立派に一人前じゃな

いか，え。じゃ幸運を祈るよ」

プ： 7ええ，あ りがと。さよなら，亀のお爺さん」

80 女の足，犬の頭をなでるように

女 「まア可愛らしい。あら，首輪がないわ。持主がい

ないのかしらー 」

81. 女にだかれているワン公

OR～Yンクゾ（S.E～男の靴音近づく〉

犬「ボク，ワン吉っていうんです」

女戸ウフフ，可愛いい。家で飼おうかしら・・0・J

犬「うわ，素適 ！ こんなお嬢さんとこへ行けたら，

ボクしあわせだなァ」

82.男女の足元にてこ人を見上げるワン

τt 
Eヨ

(S.E～靴の音停る〉

男 「やア，お待ち速さま」

女 「あら，また遅刻ー －」

男 「ごめんごめん，だって車がし、っぱいでー・・・」

女 「存知ません」

男 「あれ，どうしたの，この犬 ・・・・」

83. 車を前に二人とワン吉

M～ 

女 「（舌打ちして）おいで，おいで！ 」

男 「どうするんだい」

女「飼うのよ」

男 「こんな野良犬を？ 」

犬「（ワンワン）失礼だぞ 「野良犬だなンて……」

84.乗っている二人と顔を出すワン吉

女 「いつも遅刻ばかりしている誰かさんより，余っぽ

ど信頼できてよ」

男 「ふん，物好きだなア君もー…・」

女 「あら，そうかしら，ネえ， ワン吉や」

犬 「（ワンワン）ボク， ＊京が好きになりそうだぞオ

85. 走るオーブンカー，顔を出している

ワン吉

s. E～たりだすパF音。 M～Fロス

86. 遠退いてゆ くオーブンカー

llIの中から

s. E～述退いていく犬のなき声

87. 遠のいてゆ くオーブンカー

ロングで

恥I～

88.犬の UPに

サブタイ ・エンドのスーパー

ルI～エンド

犬「わんわん」 （一際高く）
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大気汚染研究全国協議会
第 二 小委員会編

大

委員長北川徹三

A:= 

ヌL 汚染

の測定
A 5 'I'll 372頁

1300円 〒 90円

内 容 紹介

産業の発達に伴って，大気中に放出される廃

棄物の種類と盆が憎加し大気汚染にいたる

のは自然の成りゆきであるが，そのために人

体，動物，植物，建造物などに被害を与える

ようになる 汚染物の排除はもちろん，共通

の所有物である大気をいたずらに汚染しない

ように努力しなければならない．

本書は第二小委員会の各委員によ って分担

執筆されたもので．主に (1）人ー気汚染物質

の排出源からの汚染物質の濃度または総排出

量の測定をする場合，（2）大気の汚染されて

いる程度を調べる目的で，濃度，降下監また

は視程を測定する場合，（3）ばL、じん粒子の

物理的性状 （粒？の大きさ，形状，粒度分布，

荷電，放射能など）を測定する場合の各種の

化学的 ・物理的測定方法について記述したも

のである すなわち現在わが国および諸外国

で慣行されている諸積の測定方法の外，将来

研究開拓されるべき領岐にわたって記述され

ている．大気汚染の実際の測定担当者はもち

ろん，工場各種の微量測定に関与している研

究者に対しても1'(111な資料を提供しよう．

目次

1. 汚染大気の試料採取法

2. 汚染源の試料採取およびiJ¥IJ定法

3. 粒子サイズおよび濃度の測定法

4目 化学分析法

5. 機器分析法

発行所
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コロナ社

＊氷 都 文｝江区泌総 lilf11 
J反符東京1484」．屯（94l):ll :J6~8 

ある煉炭の包み~みた ところ 「マッ チ 1 本で簡単
に火がつく」 と説明が書いてある。これは上っきと

いって，煉炭の上部に火をつけて燃えるのである。

マッ チ 1本で火がつく のでなく， 1にぎりの紙を煉

炭の上にのせて燃やせば，火がつくとし、うのがほん

とうのようである。この説明の文句の とお り，マッ

チ 1本で簡単に火がつくような燃えやすいものでは

可燃性というより易燃性とし、う部類であって，ちよ

ーっ とこわいものであるから，小生などはとても使う

気にはならなし、。

考えてみるとよし、。煉炭のような大きな形をした

もので，マッチ 1 － ψ ＊このような説明
本で火のつくもの ご で がつけられると

Y が ～
はほかになにがあ チつ は。そして一般の

るか。木材だって 1 く 購買者がこの説明

火はつかなし、。そ 本 によって，その商

れにもかかわらず で 品を良きものと感

売り出すために＊ じ，あるいは魅力

を感ずるとすれば， なんと神経のずれていることか

だいたいわが国では，商品に対する宣伝の誇張が大

きすぎる。消火器 1本で火事が消えてしまったり，薬

1服で病気にかからないような錯覚をおこさせるも

のがある。そして親切な説明がついているものが割

合に少なし、。石油コソ ロなどでも，ある形式のもの
しん

は弁を閉じても，数分以上は芯の火が消えきらない

ものがあり，これがための火災危険もあるのだが，

それに対する注意説明は－向に見当たらないようで

ある。
このように日常ちょっとした事項ではあるが， 一

般の購買者にこれを不審と感ずるような合理的な感

覚が養われて しかるべきではないだろうか。そうな

れば誇張立伝や政治家のほら吹きなどに対しでも，

まどわされることはないようになろう 。
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危険物用 （第四種） 事務所工場用 （第五種）

甑倒式 内筒宙開'l.tt 移動＇t大~ （車付）100型
6型 10型

製造元

審査芳、 w 翼坦 4乍ヲE
発売元

丸山商事事正式会社
東京都千代l:IJ阪神出鍛治町J2- 1 
・11]'.話（251) 7 8 2 1～ 5 （代）

稲毛工場 干築市稲毛圃J2-1304 
1電話 千葉（ 3) 9111 （代）

Z.-vS,h;,済火器
エアーフォーム消火装置 一躍進するヤマトー

第4種 Jぞ

日 進 工業株式会社
東京都千代田区神田松永町 18

TEL. (251) 3059・3703・75.98
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発行所社団法人日 本 損 害 保 険 協 会
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